
料
志
布
志
湾
漁
業
経
済
分
析
資
料

（
そ
の
一
）

杉
　
　
野

圏
　
　
明

　
　
目
　
次

　
は
じ
め
に

Ｉ
ｌ
１
　
志
布
志
町
勢
要
覧
（
各
年
版
）

Ｉ
１
２
　
志
布
志
町
役
場
部
内
資
料

Ｉ
ｌ
３
　
志
布
志
漁
協
業
務
報
告
書
（
最
近
二
年
分
）

Ｉ
Ｉ
４
　
志
布
志
町
に
お
け
る
漁
業
の
現
状
と
間
題
点

　
　
　
　
　
（
キ
キ
ト
リ
調
査
結
果
）

皿
１
１
　
東
串
良
町
勢
要
覧

１
Ｉ
２
　
東
串
良
町
役
場
部
内
資
料

１
Ｉ
３
　
東
串
良
町
振
興
計
画

１
Ｉ
４
　
過
疎
地
域
振
興
計
画
（
東
串
良
剛
）

１
Ｉ
５
　
東
串
良
漁
協
事
業
報
告
書

Ｉ
Ｉ
６
　
東
串
良
に
お
け
る
漁
業
の
現
状
（
キ
キ
ト
リ
調
査
結
果
）

皿
－
１
　
串
間
市
勢
要
覧

皿
１
２
　
串
間
市
総
合
計
画

ｍ
１
３
　
串
問
市
に
お
け
る
漁
業
の
概
況
（
キ
キ
ト
リ
調
査
結
果
）

皿
１
４
　
串
間
の
漁
業
に
つ
い
て
（
キ
キ
ト
リ
調
査
結
果
）

志
布
志
湾
漁
業
経
済
分
析
資
料
（
そ
の
一
）
（
杉
野
）

は

じ
　
め

に

　
志
布
志
湾
漁
業
経
済
分
析
資
料
と
し
て
こ
こ
に
収
録
さ
れ
た
十
四
点

の
諸
資
料
は
、
一
九
七
六
年
十
月
二
十
九
目
よ
り
十
一
月
三
日
に
至
る

期
問
、
鹿
児
島
短
期
大
学
南
日
本
文
化
研
究
所
を
中
心
と
し
た
志
布
志

湾
総
合
学
術
調
査
に
参
加
し
た
さ
い
に
収
集
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
新
全
国
総
合
開
発
計
画
以
来
、
志
布
志
湾
は
大
規

模
工
業
開
発
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
、
地
域
住
民
は
も
と
よ
り
、
全
国

的
に
も
、
そ
の
開
発
の
是
非
に
。
つ
い
て
議
論
さ
れ
、
ま
た
開
発
の
賛
否

を
め
ぐ
る
諸
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
本
調
査
は
こ
の
開
発
計
画
と
は
な
ん
ら
か
か
わ
り
あ
い
を
も
つ
も
の

で
は
た
い
が
、
現
実
的
に
は
志
布
志
湾
の
開
発
間
題
に
つ
い
て
必
然
的

に
関
説
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
た
た
さ
れ
た
。
し
か
し
、
志
布
志
湾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
九
（
八
七
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

に
っ
い
て
の
総
合
調
査
で
あ
る
だ
げ
に
、
そ
の
か
か
わ
り
方
は
、
調
査

課
題
の
如
何
に
よ
っ
て
濃
淡
が
生
じ
た
の
は
当
然
で
あ
る
。

　
さ
て
、
志
布
志
湾
の
工
業
開
発
と
深
く
関
連
し
て
い
る
漁
業
経
済
調

査
を
担
当
し
た
筆
者
と
し
て
は
、
ま
ず
ど
の
よ
う
な
視
角
か
ら
経
済
分

析
を
す
す
め
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ま
た
現
地
の
実
態

を
知
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
間
題
に
一
定
の
解
答
を
得
る
以
外
に
な
か
っ

た
。
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
漁
業
の
も
つ
特
殊
具
体
的
な
問
題
が

少
し
で
も
把
握
で
き
な
け
れ
ば
、
分
析
視
角
も
き
わ
め
て
一
般
的
汰
も

の
に
た
ら
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
最
初
の
調
査
結
果
を
ふ
ま
え
て
得
ら
れ
た
分
析
視
角
は
、
　
「
志

布
志
湾
漁
業
経
済
の
分
析
視
角
に
つ
い
て
」
と
い
う
論
題
の
も
と
に
、

南
日
本
文
化
研
究
所
か
ら
近
く
発
表
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
以
下
、
こ
こ
に
収
録
し
た
諸
資
料
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。

　
ま
ず
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
志
布
志
湾
漁
業
経
済
を
分
析
す
る
の
に
必

要
な
資
料
を
網
羅
し
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

農
林
省
の
『
漁
業
セ
ソ
サ
ス
』
や
鹿
児
島
県
、
宮
崎
県
の
『
農
林
漁
業

統
計
』
な
ど
、
国
お
よ
び
県
段
階
で
発
表
さ
れ
て
い
る
諸
資
料
は
も
と

よ
り
、
一
般
に
公
刊
さ
れ
て
い
る
関
連
諾
資
料
は
一
切
含
ま
れ
て
い
な

い
。
い
わ
ば
、
み
ず
か
ら
が
現
地
に
足
を
運
ん
で
収
集
し
う
る
資
料
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
〇
（
八
七
四
）

限
っ
て
お
り
、
そ
う
し
た
資
料
を
公
表
す
る
こ
と
は
杜
会
的
に
み
て
一

定
の
有
用
性
を
も
つ
と
考
え
る
。

　
と
は
い
え
、
志
布
志
湾
を
と
り
ま
く
全
地
域
を
対
象
に
し
、
か
つ
特

殊
的
な
問
題
意
識
の
う
え
に
た
っ
て
収
集
さ
れ
た
資
料
で
も
な
い
。
よ

り
正
確
に
云
う
な
ら
、
そ
う
し
た
収
集
活
動
を
行
な
う
に
は
、
今
回
の

調
査
だ
げ
で
は
余
り
に
も
時
間
が
足
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
志
布
志
湾
内
で
中
心
的
位
置
を
占
め

る
志
布
志
町
、
工
業
開
発
が
中
心
に
す
す
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
東

串
良
町
、
そ
し
て
志
布
志
湾
の
北
辺
に
あ
り
、
か
っ
宮
崎
県
に
１
属
す
る

串
間
市
と
い
う
、
い
わ
ぱ
杜
会
経
済
的
に
み
て
も
、
重
要
な
三
つ
の
地

域
に
お
げ
る
漁
業
経
済
関
係
の
一
般
的
な
資
料
で
あ
る
。
有
明
町
、
大

崎
町
、
高
山
町
、
内
之
浦
町
に
つ
い
て
の
資
料
が
な
い
と
い
う
不
十
分

さ
は
あ
る
に
し
て
も
志
布
志
町
、
東
串
良
町
、
串
間
市
と
い
う
三
地
域

に
。
お
い
て
は
、
現
時
点
で
収
集
可
能
な
、
か
つ
ま
た
基
本
的
た
資
料
は

ほ
と
ん
ど
収
録
さ
れ
て
い
る
。
端
的
に
い
え
ば
、
こ
れ
ら
の
三
地
域
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

諸
資
料
に
ょ
っ
て
、
湾
内
漁
業
経
済
に
た
い
す
る
一
定
の
分
析
を
な
し

う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
資
料
を
内
容
的
に
み
る
と
、
地
方
公
共
団
体
の
刊
行
物
の
う
ち
湾
内

漁
業
に
か
ん
す
る
も
の
、
漁
業
協
同
組
合
の
『
事
業
報
告
書
』
、
「
キ
キ



ト
リ
調
査
結
果
」
に
わ
げ
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
諸
資
料
は
、
地
域
に
よ
っ
て
１
，
１
、
皿
ま
で
の
三
っ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
げ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
内
容
に
よ
っ
て
細
分
類
さ
れ
、

さ
ら
に
年
次
別
に
分
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
ら
の
諸
資
料
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
義
と
限

界
を
も
っ
て
お
り
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
筆
者
が
〔
・
…
：
〕
を
付
す
こ

と
に
よ
っ
て
、
若
干
の
私
見
を
述
べ
る
こ
と
に
し
た
。

　
ま
た
表
題
で
資
料
（
そ
の
一
）
と
し
た
の
は
、
一
九
七
七
年
秋
に
予

定
さ
れ
て
い
る
第
二
回
目
の
調
査
で
収
集
さ
れ
る
資
料
を
（
そ
の
二
）

と
し
て
公
開
す
る
予
定
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
「
キ
キ
ト
リ
調
査
結
果
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め

お
断
り
し
て
お
か
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
ま
ず
、
キ
キ
ト
リ
調
査
は
、
漁
業

協
同
組
合
や
役
場
の
責
任
あ
る
方
々
に
た
い
し
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
必
ず
し
も
公
表
に
は
適
さ
な
い
部
分
を
含
ん
で

い
る
。
ま
た
こ
こ
で
の
文
章
は
、
口
述
そ
の
ま
ま
の
も
の
で
は
な
く
、

で
き
る
だ
け
口
述
に
即
し
な
が
ら
も
、
筆
者
の
再
構
成
に
よ
っ
て
出
来

あ
が
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
方
言
の
た
め
に
、
必
ず
し
も
口
述
者

の
真
意
が
汲
み
と
れ
な
か
っ
た
部
分
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
ら

の
諸
事
情
に
よ
っ
て
、
口
述
者
の
氏
名
に
つ
い
て
は
、
今
回
は
割
愛
せ

　
　
　
　
志
布
志
湾
漁
業
経
済
分
析
資
料
（
そ
の
一
）
　
（
杉
野
）

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
後
目
、
正
確
を
期
し
て
発
表
す
る
こ
と
も
考
え

な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
ユ
、
は
お
筆
者
に
よ
る
も
の
は
資
料
の
解
説
お
よ
び

表
の
脚
注
も
含
め
て
、
す
べ
て
〔
－
…
・
〕
で
示
し
、
原
資
料
と
の
区
別

を
明
ら
か
に
し
て
お
い
た
。

　
　
１
１
１
１
い
『
町
勢
要
覧
』

　
　
　
　
志
布
志
町
役
場
総
務
課
統
計
係
、
昭
和
二
十
八
年
十
一
月

　
〔
志
布
志
町
で
は
戦
後
四
回
に
わ
た
っ
て
町
勢
要
覧
が
刊
行
さ
れ
て

い
る
が
、
昭
和
二
十
八
年
度
、
昭
和
三
十
九
年
度
、
昭
和
四
十
六
年
度

　
）

　
り

　
よ

　
料

　
資

　
査

　
調

調
導

類
指

種
合鱗

徽

捌
落
鮎

部
融

　
（

網

１

Ｆ
ｏ

６

曳地

－
網

２

５

３

田

０
１

八
－

型
置

１

２

３

小
定

１
ビ
操

（
ｏ
　
口
ｏ
　
１

１
２

工
手

、
網
釣

５
３

Ｏ

５

本

５
　
り
ん

０
１

１

建
一
１

網

６

４

０
１

建

１
落

井
江
洗
町

計

部

■

夏
向
水
新

〕
統は位単おなジペ

２
６版度年

２
８和

昭
　
。，

る

鶏

勢
　
、

蛭〔

二
四
一

の
各
版
は
、
現
物
と
し
て
は
ほ

と
ん
ど
入
手
不
可
能
で
あ
る
。

漁
業
関
係
資
料
と
し
て
は
き
わ

め
て
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
町
勢
要
覧
と

し
て
の
性
格
に
も
と
づ
く
も
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
あ
る
程

度
の
不
備
は
止
む
を
え
な
い
で

あ
ろ
う
し
、
ま
た
こ
れ
以
外
に

資
料
と
し
て
利
用
で
き
る
も
の

は
少
な
い
。
生
産
手
段
と
し
て

（
八
七
五
）



立
命
館
経
済
学
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二
四
二
（
八
七
六
）

調高獲漁ｕ易類種業漁

計

１
０
２
’
ｏ
４
０
７
０

６

１

２

７

３

４

９

７

０
７
９
２
２
４
１
２

，

，

，

，

，

，

，

，

１
↓
ｏ
ｏ
４
ｏ
ｏ
３
一
ｂ
ｏ
ｏ
５

水

合

３

３

Ｏ

９

８

１

１

５

１
１
一
１
■
１
－
一
１
■
一
１
■
１
■
・

こ
－

１
船

５

２

９

７
１

合
目

外

６
４
７
１

４
，

５
５
，

１
，

糸
婁

県
１

３

１

１

漁

船

８
３

５
７

の

験

在

３３
，

現

試
１

１

網

１
０

置

６

高

定
１

獲
．
漁

網
０
５

５

６

’
Ｏ
Ｏ
リ

１

５
，

１

落
１

３

た

網
７
３

居

瀬
７
，

て

打
１

６

し
ｕ

夕

網

１

５

７

５

８

３

８

４

３
２

分

り
＾
７
０
０
４
　
１
９
一
（
ｏ
１

建

設

網
釣

３
５

３
２

８
４

５
１

０
３

８
１

８
３

６
９

を

本

３

３４
，

７
，

４
，

７
，

３
，

体

延
一

ｏ
〇
一
ｂ
１
■
一
’
ｏ
（
ｏ
　
　
１

団

こ
‘

１
網

Ｏ
０
７
３
７
７
２
１

１

６

６

６

４

３

７

７
個
ｕ

曳

２
６

６
０
１
７
２
６

，

，

，

，

，

，

，

，

４
３
６
２
２
７
５
４

男
と

底

５

４

９

３

４

合

１
４
１
６
１
９
７
７
９

組

網

２

３

３

７

７

３

２

２

３
８
６
０
９
５
３
１

業

曳

，

，

，

漁

地

２
０
４

１

１

の

１　
　
　
１
７
５
７
７
０
５
６

在

網

３

０

５

１

５

９

４ １
２

現

田

５
４
１
４
２
４
１
９

，

，

，

，

，

，

，

，

八

７
５
９
０
３
６
３
９

６

４０
１

５

５

５

２

１

度

年
年
年
年
年
年
年
年

年
７

０
１
２
ｏ
ｏ
４
Ｆ
ｏ
６
７

２
２
２
２
２
２
２
２
昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭

２
和

昭
水に合組業漁の在現

，ま‘高獲漁息居列分

〕
脚おな０るきでがとこる知を衰盛の易類種業漁の

　
で

　
ま

　
年
。

　
２
７
る

　
和
れ

　
昭
め

　
、
り
患

　
か
と

　
期
植

　
後
誤

　
戦
の

糸
・
は
裂

僕
り
ら
分

漁
せ
か
は

の
上
表
」

在
計
の
列

現
み
こ
分

．
の
　
「

は
数
レ
る

度
貫
同
け

年
し
と
お

２
７
せ
表
に

和
げ
前
注

昭
揚
〔

調高獲漁ｕ

口
刀

類漁

１
０
２
６
４
０
７
０

計

６
１
２
７
８
４
９
７

０
７
９
２
２
４
１
２

，

，

，

，

，

，

，

，

１
３
４
８
３
５
８
５

３
３
０
ｏ
Ｊ
ｏ
ｏ
１
１
５

１
１
一
■
■
１
－
一
１
■
一
１
１
一
１
－
一

１
他

６
９
４
５
３
５
０
０

０
８
８
Ｆ
ｏ
５
７
１
６

の

２
５
７
４
４
５
５
３

，

，

，

，

，

，

，

，

そ

４
５
５
７
８
３
７
１

１
４
３
６
７
３
４
１

１
べ

０
３
５
４
８
１
６
９

５
２
６
０
７
２
５
５

’
４
７
５
６
９

二

１
チ

８
８
０
５
５
３
３
６

グ

３
０
５
９
＾
７
９
４
３

５
７
０
５
９
７
４
５

タ

，

，

，

，

，

５
Ｆ
ｏ
Ｑ
リ
３
２

カ

３
１
↓
４
６
２

１
カ

９
６
０
ｏ
）
・
ｂ
５
９
９

２
６
２
１
９
５
２
０

ｏ
◎
５
７
４
Ｆ
ｏ
０
８
５

，

，

，

，

，

，

イ

１
１
↓
１
４
２
１

１
メ

３
６
９
７
３
３
１
２
７
８
９
５
６
５
６
６

４
３
６
８
７
６
２
４

，

，

，

，

，

，

，

サ

６
（
ｏ
４
３
０
４
５

１

１

“
、

０
５
７
０
０
３
８
９

１

２
１
４
ｏ
Ｊ
５
６
１
６

２
８
５
１
２
２
８
６

，

，

，

，

，

，

，

サ

１
・
一
（
ｏ
＾
ｏ
４
１
・
一

１
↓
Ｆ
Ｏ

１

・
ヂ

４
４
０
１
０
５
３
２

７
４
０
５
６
５
４
５

７
１
２
６
１
６
７
３

，

，

，

，

，

，

，

，

ア

９
７
３
１
９
３
０
２

５
１
（
６

１
・
一
〇
〇
Ｑ
リ

１
イ

１
５
７
ｏ
ｏ
（
ｏ
７
３
８

６
４
３
２
０
１
３
６

８
２
６
【
’
３
７
８
２

，

，

，

，

，

，

，

，

タ

１
１
７
７
１
５
５
２

１

１
↓
１
■

１
年
年
年
年
年
年
年
年

０
１
２
３
４
５
６
７

醐
融
醐
融
聯
馳
醐
融

るあで貢狐るあで詳不位単は
ｏ

で
る

け
あ

だ
で

表
」

の
料

こ
資

。
査

ジ
調一

導

ぺ
指

２
７
合，

組

版
協

度
漁

鴛鶉

　
昭

，
「
１

劉
む

鱗

！
」

　
岸
　
基
　
　
　
施
策

　
沿
　
に
　
　
　
実
止
　
〕

　
井
　
導
　
　
　
月
防
　
る

　
夏
　
指
　
　
　
４
の
　
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ

　
を
一
の
　
　
年
船
　
が

　
殖
　
所
　
　
　
２
８
漁
　
と

　
移
　
導
　
　
　
和
密
　
　
こ

　
の
　
指
　
　
　
昭
に
　
　
る

　
〆
　
産
　
　
　
，
時

　
５
０
　
水
　
　
　
頼
同
　
て

　
年
隅
井
依
と
比

　
２
６
　
大
　
夏
　
に
殖
　
み

　
和
　
　
，
　
，
　
所
蓄
　
試

　
昭
　
為
岸
岸
岸
導
，
　
々

　
〆
　
き
海
海
海
指
集
　
種

　
５
・
な
浜
浜
浜
産
誘
勅

　
－
　
布
大
大
大
水
の
　
事

業
月
　
分
　
　
隅
族
　
殖

　
７
　
の
　
　
　
大
魚
　
増

事
昨
鰐
彩
緊
麟

殖
秘
　
き
１
１
９
試
沈
　
り

増
昭
べ
　
　
育
を
鮎

警
芹
蠣
篇
榔
。

浅
し
鼻
算
鳩
簑

麟
う
擦
畢
慕

　
直
行
町
，
　
　
榔
ソ
し
，
と

　
県
に
当
き
　
　
枇
コ
と
版
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
８
つ

殖増しぶ

－
」

と１

殖移
、

し

“
、

功カま

殖
置

移
設

泌
磯

カわ
築

２
・
　
　
　
　
３
・
４
・

和
あ

昭
の，

題

驚

町
し

〔



の
漁
船
数
や
生
産
関
係
の
具
体
的
構
造
を
捉
え
ら
れ
る
よ
う
な
内
容
の

も
の
が
な
く
、
い
わ
ぼ
漁
業
そ
の
も
の
の
概
要
を
示
し
て
い
る
だ
げ
で

あ
る
。

　
た
お
昭
和
二
十
八
年
度
版
の
『
町
勢
要
覧
』
は
「
水
産
」
の
項
目
で

戦
後
期
か
ら
の
漁
業
実
態
の
推
移
を
示
す
三
つ
の
表
と
浅
海
増
殖
事
業

の
歴
史
を
示
す
文
章
か
ら
な
っ
て
い
る
。
〕

Ｉ
Ｉ
１
ー
の
　
『
志
布
志
町
勢
要
覧
』

　
　
　
昭
和
三
十
九
年
度
版
、
志
布
志
町
役
場

　
〔
昭
和
三
十
九
年
度
版
の
町
勢
要
覧
で
は
、
　
「
漁
業
」
と
い
う
項
目

の
も
と
に
三
つ
の
表
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
二
十
八
年
度
版
と
ち
が
っ

て
い
る
点
は
、
生
産
手
段
で
あ
る
「
漁
船
」
数
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
終
戦
以
降
の
推
移
表
は
な
い
。

ま
た
地
域
漁
業
分
析
を
お
こ
な
う
に
は
余
り
に
も
資
料
不
足
で
あ
る
。

こ
の
点
は
、
前
版
と
同
じ
で
あ
る
。
〕

数
隻

８

３
１
４
９
１
４
８
２
４

１
６
１

漁
業
実
態
の
推
移
を
示
す
三
つ
の
表
と
浅
海
増
殖
事
業
文
章
か
ら
な
っ
て
い
る
。
〕
１
の
　
『
志
布
志
町
勢
要
覧
』
昭
和
三
十
九
年
度
版
、
志
布
志
町
役
場
九
年
度
版
の
町
勢
要
覧
で
は
、
　
「
漁
業
」
と
い
う
項
目
の
表
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
二
十
八
年
度
版
と
ち
が
っ

数
船
漁

分
区

船
力
動
無

下
ソ
ソ
ソ
ソ
ソ
“
ズ
心
ト
一
一
～
一
～
１
１
３
５
１
０
３
０

数
総

動
　
力
　
船

量
獲
漁

湖
ｍ
蜘
蝸
舳
蝸
舳
醐
断
ｍ
脳
ｘ
孟
皿
臥
ｔ
鴛
附

６
８
６
８
３
５
７
１
３
　
６
　
８
　
８
　
　
３
．
４
。

５
９
１
９
８
５
７
２
９
０
１
０
１
２
〕
”
ｕ
”
Ｈ
４
２
　
　
　
　
　
２
　
２

閉
凧

別
種

け
じ
ば
伽
か
そ
も
い
類
他
計
ゼ
一
一
一
一
∴
一

び
し
類
ぶ
貝
計
わ
　
　
の
　
こ
他
　
　
の
小
あ
と
そ

類
こ
び
び
び
物
類
∴
狐
い
た
い
く
そ
そ
藻

計
総

魚
　
　
　
　
　
類

貝
　
類

数船漁

　
　
版
　
　
そ
形
次
さ

　
　
度
　
や
有
年
足

　
　
年
　
分
所
。
補

　
　
３
９
　
区
人
別
り

　
　
和
　
　
の
個
）
よ

　
る
昭
　
船
く
が
に

　
よ
，
　
鋼
ら
る
料
。

　
に
劉
　
鉄
一
〃
、
れ
資
う

在
査
要
　
　
・
お
わ
別
ろ

現
調
勢
　
船
（
思
が
あ

末
搬
町
一
・
造
態
と
ど
で

年
漁
甘
シ
木
形
半
な
暗

榔
料
驚
島
漱
禁

昭
資
「
１
な
の
態
捌
れ

　
）
　
ｇ

　
ル

高
位

　
単

獲
（

漁易種魚

　
ぺ
い
年
険
の
獲

　
１
７
て
単
危
こ
漁

所
，
し
の
て
　
，
の

務
版
存
高
め
と
高

事
度
依
獲
わ
す
最

計
年
く
漁
き
比
る

統
３
９
き
別
は
に
け

林
和
大
種
と
間
お

農
昭
に
魚
こ
年
に

・
，
態
，
る
８
間

蟻
瀞

榔
諦
ジ
現
分
あ
年
と

昭
ｒ
一
る
度
で
３
７
高

志
布
志
湾
漁
業
経
済
分
析
資
料
（
そ
の
一
）
　
（
杉
野
）

二
四
三
（
八
七
七
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
．
六
合
併
号
）

　
）
　
ｇ

　
小

高
位

獲
蝉蝋励種業漁

量
獲
漁

１
３
７
３
８
７
６
８
２
７
７
４
５
０
７
４
７
６
０
１
８
０
９
６
６
３
９
４
一
９
・
２
．
０
．
４
・
０
・
０
．
３
一
６
・
１
１
５
４
７
４
２
２
２

名
類
種
業
漁

曳
曳
網
網
釣
縄
網
貝
他
底
底
畿
本
一
の
中
小
敷
刺
一
延
地
採
そ

計

所務
度
を
々
で
に
え

事
年
態
種
』
更
捉

計
３
９
形
は
ス
変
く
。

統
和
法
で
サ
類
し
る

林
昭
撫
点
ン
分
正
い

農
な
う
セ
の
を
て

：
山
様
い
業
そ
移
っ

料
覧
多
と
漁
，
推
な

資
要
。
か
『
が
別
と

勢
ジ
る
，
る
次
難

　
町
一
す
り
あ
年
困

年
志
ぺ
類
坊
で
・
が

３
７
布
１
７
分
カ
う
て
と

和
志
，
う
題
そ
っ
こ

昭
『
版
ど
問
も
よ
る

１
１
１
１
に
ヵ
『
志
布
志
町
勢
要
覧
』

　
　
昭
和
四
十
六
年
度
版
、
志
布
志
町
役
場

　
）

　
在

　
現

　
年

　
４
５

　
和

　
昭

数
（船漁

数
４
２
９
３
５
７
３
４
７
１
１
１
１
３

隻

ｔ
３
４
４
１
７
８
０

９
３
１
９
９
９
０

、

４
・
９
・
１
・
４
一
４
・
９
一
２
・

１
↓
　
　
　
　
　
１
■
．

一
一
一
一
一
一
一

２
３
０
７
２
３
３
６
３
６
６
Ｑ
り
８
２

〇
一
〇
一
１
・
３
一
ふ
〇
一
〇

ｕ
男

網
り
網
網
網
業
網

業漁

小
一
敷
ま
機
そ
さ

課
船
る
い
。

産
漁
あ
て
た

水
　
ミ
つ
し

工
兆
カ
よ
ヒ

商
一
味
け
酬

－
ぺ
興
難
簡

料
１
９
は
困
が

資
，
で
が
野

版
点
と
杉

度
る
こ
は

年
い
る
て

４
６
て
す
い

和
し
握
つ

昭
理
把
に

　
，
整
に
引

綴

懇
ズ

暗
数
が
る

　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
四
（
八
七
八
）

　
〔
昭
和
四
十
六
年
度
版
の
「
漁
業
」
の
項
目
は
前
回
同
様
三
つ
の
表

か
ら
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
前
回
の
表
で
は
単
年
度
だ
け
の
数
字
に
留

ま
っ
て
い
た
が
、
今
回
の
二
つ
の
表
で
は
年
次
別
推
移
が
わ
か
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
〕

　
９
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
罰
」

　
ｋ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
務
安
じ

　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
て
生

　
位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
し
が

峰
　
　
　
　
　
　
　
鰐
醸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳩
鷲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
餓
誰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵠

　
高
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
干

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
獲
若

　
獲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漁
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

　
漁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兆
ご

　
ｕ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
し
ナ

　
牙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
仙

　
種
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
増
略

　
業
　
　
　
　
　
　
　
　
脱
鶉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
年
る
野

漁
　
　
　
　
　
鑑

年
２
１
↓
ｏ
◎

２
７
４
１
４
５
２

４
３
，

３

２

４

６

０

４

６

８

４

４
１
４
２
８
４
２
０
９

６
４
１

４
４

，

，

，

，

，

，

，

，

，

和
２
７
‘

７
５
２
７
２
２
２
１

２

９

４

３９
３

１

２

１

昭
’
Ｏ
ｎ
６

４
，
１

１

１

年

５
４
０

０
４
４
８
４
８
９

２
５
，

５

５

５

２

０

８

２

２

０

３
４

８
７
２
６
２
８
１
０
６

６
５
８

，

，

，

，

，

，

，

，

，

和

７
２
２
０

５
０
０
０
０
３

２

３

０

２９
３

２

２

１

２

３

昭

４
（
ｏ
１
↓

６
，
１

－
年

４
４
５
１

４
７
５
０
８
１、

９

５

６

２

２

４

１

０

５

４

７

２
４

８
４
１
５
７
５
２
７
６
３

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

９
１
，

和

４
０
１
・
一
１

２
２
２
１
０
８

４

９

０
Ｆ
ｏ

９
２

４

１

２

１

昭

Ｑ
〇
一
Ｌ
ｏ
１

６
７
４

１
年

４
７

７
７
９
１
０
２
１
１
１１

３

Ｏ

６

４

４

７

０

４

６

９

１
４

４
ｏ
リ

２
０
１
７
４
Ｆ
ｏ
６
２

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

０
５
，

和

０
７
１
２
３

４
５
３
４
０
４

０

７

１

４
９
３

４

２

２

１

昭

４
ｏ
０
１
’

６
３
４

，
１
１

ｌ
ｕ
易

度

曳
曳
網
網
網
網
釣
釣
貝
他

年

底
底

計
■

船
船
り
き

鍍
ぐ
び

田

か
本

の

類種業

沖
小
あ
船
八
刺
い
一
採
そ

合

漁

山
頃
線

覧
年
の

要
３
７
表

勢
和
原

町
昭
お

志
つ
な

布
か志

ぶ

『
し
い

〔



ｏ位単（

年
４
４和昭

高獲漁易種魚

年
４
３和昭年

４
２和昭年

４
１和昭年

４
０和昭

牙度年
類種魚

６５６４６

１１３７３３

９９４２１１

０６８８

５

０
ｕ

７０６

６８８４

９１３１６１
７
　
４
　
６
　
９
　
２
　
／
て

４
　
５
　
２
　
１
　
１
　
８

２
　
７
　
９
　
０
　
３
　
「
ｏ

３
３
４
５
０
７
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・
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カ
こ
　
ま
　
　
に
水

　
　
せ
　
他
　
他
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の
　
の
小
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い
た
い
く
そ
か
そ
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）

コ

所
も
略

務
て
簡

事
し
が

計
と
野

統
体
杉

林
全
は

農
，
線

：
り
引

料
よ
横

償
に
た

　
漁
つ

　
豊
あ

　
の
に

　
ば
中

　
さ
表

　
じ
。

　
あ
る

　
は
れ

　
度
ら

年
み

４
０
が

和
衰

昭
盛

。
は

ジ
て

一
　
つ

ぺ
よ

２
０
に，

種

度
お
。

年
な
た

４
６
。
し

和
る
正

昭
い
訂

，
て
が

』
つ
野

覧
な
杉

要
と
は

鷲

祐
封
し

暗
大
化

〔

志
布
志
湾
漁
業
経
済
分
析
資
料
（
そ
の
一
）
　
（
杉
野
）

二
四
五
（
八
七
九
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

１
１
１
１
↑
り
『
志
布
志
』
、

　
　
　
昭
和
五
十
年
度
版
、

町
勢
要
覧

志
布
志
町

　
〔
こ
の
町
勢
要
覧
は
、
現
在
志
布
志
町
役
場
に
若
干
残
部
が
あ
り
、

比
較
的
入
手
し
や
す
い
。
立
派
な
装
填
の
要
覧
で
あ
る
と
同
時
に
内
容

も
充
実
し
て
い
る
。
躍
進
編
で
は
昭
和
四
十
六
年
三
月
に
策
定
さ
れ
た

志
布
志
町
振
興
の
基
本
構
想
、
　
『
昭
和
六
十
年
代
へ
の
道
』
を
要
約
し

て
収
録
し
、
ま
た
紹
介
編
で
は
「
志
布
志
の
す
が
た
」
と
し
て
歴
史
、

自
然
、
人
口
、
所
得
な
ど
の
諸
項
目
を
、
さ
ら
に
資
料
編
で
は
町
民
の

く
ら
し
に
か
か
わ
る
諸
事
項
に
つ
い
て
関
説
し
て
い
る
。

　
漁
業
に
つ
い
て
い
え
ぱ
、
漁
業
振
興
政
策
、
漁
業
の
現
状
、
さ
ら
に

は
志
布
志
湾
全
体
の
漁
業
状
況
に
ま
で
言
及
し
て
お
り
、
現
時
点
に
お

け
る
志
布
志
町
の
漁
業
を
包
括
的
に
捉
え
る
格
好
の
資
料
と
な
っ
て
い

る
。
〕

　
「
水
産
業
　
　
水
産
業
は
現
状
に
対
処
し
、
そ
の
発
展
策
と
し
て

大
型
漁
礁
等
漁
場
の
改
良
に
よ
る
水
産
資
源
の
培
養
と
生
産
増
強
対
策

を
す
す
め
、
栽
培
漁
業
に
よ
る
生
産
向
上
と
養
稚
事
業
を
積
極
的
に
す

す
め
る
。
漁
船
、
漁
具
等
の
生
産
手
段
の
大
型
化
、
近
代
化
、
協
業
化

を
図
り
、
操
業
能
率
を
向
上
さ
せ
、
漁
港
の
整
備
に
よ
り
沖
合
漁
業
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
六
（
八
八
○
）

の
進
出
転
換
が
図
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
水
揚
場
、
荷
さ
ぱ
き
場
、

製
氷
施
設
、
鮮
魚
運
搬
船
、
水
産
加
工
施
設
等
の
流
通
施
設
の
整
備
拡

充
を
促
進
し
、
漁
業
協
同
組
合
と
後
継
者
の
育
成
が
図
ら
れ
ま
す
。
」

　
　
　
〔
『
志
布
志
町
』
、
町
勢
要
覧
、
昭
和
五
十
年
度
版
、
志
布
志
町
、
二
四
べ

　
　
－
ジ
。
本
文
章
は
『
昭
和
六
十
年
代
へ
の
道
』
を
収
録
し
た
部
分
に
「
基
本

　
的
た
施
策
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
　
『
昭
和
六
十
年
代
へ

　
　
の
道
』
の
「
第
三
章
水
産
に
関
す
る
基
本
構
想
」
（
五
九
～
六
ニ
ベ
ー
シ
）

　
　
に
は
入
っ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
っ
ま
り
、
そ
の
要
約
的
性
格
を
も
っ
も

　
　
の
で
あ
る
。
〕

　
「
水
産
業
　
　
概
況

　
志
布
志
湾
は
外
洋
性
漁
場
と
沿
岸
性
漁
場
と
し
て
の
性
格
を
持
ち
、

黒
潮
水
や
沿
岸
水
、
河
川
水
の
流
入
に
よ
っ
て
栄
養
塩
類
が
豊
富
で
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

遊
魚
や
浮
魚
、
底
魚
等
の
来
遊
棲
息
量
が
多
く
湾
内
全
域
が
好
漁
出

〔
場
〕
を
彬
成
し
て
い
ま
す
。

　
漁
業
従
事
老
数
は
八
百
六
十
人
で
、
そ
の
大
部
分
が
志
布
志
湾
内
の

漁
業
に
依
存
し
て
お
り
、
漁
業
生
産
量
は
四
十
七
年
六
千
四
十
ト
ソ
で

最
近
五
ケ
年
間
に
一
九
二
〇
ト
ソ
四
十
七
パ
ー
セ
ソ
ト
増
加
し
、
全
県

の
沿
岸
漁
船
漁
業
生
産
量
の
十
七
バ
ー
セ
ン
ト
の
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い

ま
す
。

　
本
町
の
漁
業
生
産
量
は
湾
内
漁
業
七
十
ニ
バ
ー
セ
ソ
ト
、
湾
外
漁
業
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立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

二
十
八
バ
ー
セ
ソ
ト
の
割
合
で
、
バ
ッ
チ
網
、
刺
網
漁
業
、
小
型
底
引

網
漁
業
を
中
心
に
増
加
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
バ
ッ
チ
網
漁
業
と
刺
網

の
増
加
に
基
づ
く
も
の
で
、
他
の
漁
業
は
大
幅
に
減
少
の
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　
漁
業
者
の
大
部
分
は
湾
内
漁
業
へ
の
依
存
度
が
強
く
、
湾
外
漁
業
の

経
験
が
少
な
い
。
漁
場
の
利
用
状
況
は
、
各
漁
港
の
地
先
三
千
メ
ー
ト

ル
の
範
囲
内
に
共
同
漁
業
権
が
設
定
さ
れ
、
そ
の
内
容
は
第
一
種
か
ら

第
三
種
に
属
し
、
対
象
は
魚
貝
藻
類
が
多
い
。
許
可
漁
業
は
沖
合
底
曳

網
、
ま
き
網
漁
業
、
４
そ
う
張
り
網
、
固
定
式
さ
し
網
、
小
型
機
船
底
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曳
網
、
バ
ッ
チ
網
が
あ
り
、
小
型
機
船
底
曳
網
漁
業
が
圧
倒
的
に
多
く
、

漁
場
範
囲
は
湾
内
が
主
体
で
あ
る
が
、
沖
合
底
曳
網
、
ま
き
網
漁
業
は

湾
外
が
主
漁
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
漁
港
は
夏
井
漁
港
（
第
一
種
）
が
あ
“
、
第
六
次
整
備
計
画
で
、
ま
た

漁
港
以
外
の
漁
業
基
地
と
レ
て
志
布
志
港
が
あ
り
、
漁
港
区
域
の
整
備

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
養
殖
業
は
、
海
面
、
内
水
面
と
も
伸
び
が
著
し
く
、
増
加
傾
向
に
あ

り
、
県
下
有
数
の
養
鰻
生
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
の

採
捕
従
事
者
も
、
年
々
増
加
し
、
そ
の
生
産
額
も
あ
が
っ
て
き
て
い
ま
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漁
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図
８
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曲
此

い
前

載
ム

掲
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に
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こ
志

こ
ｒ

〔
す
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水
産
加
工
は
、
煮
干
し
加
工
練
製
品
加
工
を
中

心
に
、
著
し
く
伸
び
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
バ
ッ

チ
網
漁
業
の
好
漁
に
よ
る
千
し
加
工
が
大
き
く
寄

与
し
て
い
ま
す
。
」
、

　
　
　
〔
『
志
布
志
』
、
昭
和
五
十
年
度
版
（
資
料
編
）
八

　
一
べ
ー
ジ
。
な
お
こ
れ
以
外
に
二
つ
の
漁
業
関
連
の

　
地
図
お
よ
び
十
二
の
表
と
を
も
っ
て
志
布
志
の
水
産

　
業
に
。
つ
い
て
の
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
漁

　
港
に
つ
い
て
は
別
記
。
〕
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ｏ
）
　
９
　
５
　
２

万

Ｅ
０
　
１
１
一
　
７
‘
１
１
　
９
　
Ｆ
ｏ
　
　
，
　
　
３

８
３
．
２
１
倶
Ｕ
　
２
　
５
　
４

３
０
未

１
数

Ｏ
　
（
ｏ
１
上
　
Ｑ
リ

ｒ
０
　
つ
ｏ

４
　
ｏ
ｏ

１
・
一
　
ハ
０
　
７
‘
　
’
Ｏ

Ｏ
　
Ｏ
　
０
　
０
ひ
０
．
０
．
Ｏ

，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
，
１
　
　
　
１
↓
　
ｏ
ｏ

Ｏ
　
Ｏ
　
０
　
０

総

１
■
　
１
↓
　
１
１
　
１
上

１
分

部
部
計
計

部
部
計
計

湾
湾

湾
湾

志
島
隅

志
島
隅

布
児

布
児

志
鹿
大
県

志
鹿
大
県

区

経
営
体
数

　
　
）
構
成
比
％

（

二
五
五
（
八
八
九
）

）況現の隅大料資（



量獲漁ｕ易類種業漁

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

４
５／

４
７７４５４分区

５

４
一

７

”８

６
一

６２

３

７
一

９

６

３
一

９

７

０
一

０６

８

０
一

０１

９５３

５
６

４０６２

２８１

５３２２

５６８

５２１

２８４

３７０１

６７９

７８１

１５２

４４１

４２１

ソト

ソト

ソト

ソト

ソト

ソト

ソト

網
網
網
網
網
網
業

引
　
　
置
置
　
漁

　
　
ち

底
　
　
定
定
　
の

　
　
つ
　
　
　
他

型
　
　
　
型
型

　
　
　
　
　
　
　
の

小
敷
ほ
大
小
刺
そ

７

６
一

３１６２４４７３２３ソト計
、

」
ノ

湾
　
　
内

漁
　
　
業

４

０
一

７

４

０
一

６

８４４

０７１１

６３６

８３９１

ソト

ソト

網
網

き引
　
き

底合
沖
ま

９

２
一

６８１６１４７５２ソト計
、

」
ノ

３

３
・

０１４４０６１１８５ソト計

志
　
　
布

志
　
　
湾

部

海
　
　
面

漁
　
　
業

０
■

０６７

（
Ｕ
　
　
１
↓

０９１

Ｏ

４
３

０

２
５

Ｏ

枚千

ソト

ソト

晦

り
め
ち
珠

か
ま

の
わ
は
真

志
布
志
湾
部

０
■

０６７１９１
６
８計

浅
海
養
殖
業

］

勅
も
引

年
れ
線

産
ザ
掘

鰍
讐

嶋
警

誰
熟（

蜴
主

　
い
か

批
し

械
正

　
と
河

　
れ
力

　
そ
野

の
彬

讐警
と
刑

　
況
植

　
状
誤

　
業

　
漁
叔

　
の
な

　
）
。

　
く
ジ

除
一

屹
ぺ

鷲

崎
此

佗
前
ら

部
山
レ

　
湾
心
化

　
志
布
略

　
布
心
省

　
志
『
を

［ 　
　
　
　
　
二
五
六
（
八
九
〇
）

　
現
在
、
１
ニ
メ
ー
ト
ル
物
揚
場
六
〇
メ
ー
ト
ル
、
泊

地
（
１
ニ
メ
ー
ト
ル
）
五
・
九
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を

整
備
計
画
に
基
づ
い
て
整
備
中
で
す
。

　
今
後
、
漁
船
の
増
加
大
型
化
、
ま
た
は
沖
合
出
漁
等

が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
さ
ら
に
漁
船
利
用
の
施
設
の
整

備
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
」

〔
漁
港
に
関
す
る
こ
の
記
述
は
『
志
布
志
』
、
前
出
、
八
四
べ
－

ジ
。
た
お
本
文
中
、
明
ら
か
た
誤
植
は
杉
野
が
訂
正
〕

　
　
１
－
２
　
志
布
志
町
役
場
部
内
資
料

　
〔
昭
和
五
十
一
年
十
一
月
二
日
、
志
布
志
町
役
場
商

工
水
産
課
に
お
げ
る
部
内
資
料
の
一
部
で
あ
る
。
資
料

は
三
部
よ
り
成
り
、
町
勢
要
覧
に
は
全
く
含
ま
れ
て
い

な
い
も
の
ぱ
か
り
で
あ
る
。
実
際
に
は
こ
れ
以
外
に
も
－

若
干
の
資
料
を
集
収
し
て
い
る
が
、
不
完
全
な
も
の
や

重
複
の
あ
る
も
の
、
余
り
基
本
的
で
な
い
も
の
に
つ
い

て
は
収
録
し
な
か
っ
た
。
〕



４
１

４
０

額金量数額金量数漁

（
Ｕ
　
０
　
０
　
０
　
０
　
０
　
０

０
　
０
　
０
　
０
　
０
　
０
　
０

０
　
　
０
　
（
）
　
（
Ｕ
　
Ｏ
　
（
）
　
（
Ｕ

～
Ｆ
，
ｏ
４
｝
【
ユ
ー
＾
（
４

５
０
０
６
８
２
７

３
　
８
　
４
　
３
　
０
　
つ
Ｕ
　
６

ｏ
０
　
１
１
　
ｎ
６
　
５
　
８
　
４
　
１

■
↓
　
　
　
　
　
　
Ｆ
Ｏ

０００３
Ｈ
イ

８１

晦
１２４２

〔
Ｕ

２

４５７８３

４０７
，
ｏ

３

５４９８０６

３０３６１１

１５９８２

６７１４５

１

６
．４０２

円ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ

Ｏ
０
０
０
０
０
０
０

２
２
５
０
４
０
５
５

６
０
１
１
３
３
２
３

７
５
９
３
８
１
６
０

２
１
１
８
７
４
５
１

２
　
　
　
　
　
　
４

蛇
１１０８８２

００６４３

００５１３

１１５０７５

８２０４１１

６５８８２

０２ユ６８

０００８１

網
網
網
網
網
釣
他
船

　
　
き
き

　
き

　
　
び
び

田
ま
　
　
建
本
の
外

　
　
船
底

　
型
船
型

八
小
機
小
磯
一
そ
県

０００↓７８３９５１７５５１１０００３１１３９６２６１７１１計合

４
３

４
２

額金量数額金量数漁

７
　
２

０
　
ｏ
Ｕ

［
／
　
Ｆ
ｏ

ｏ
Ｏ
　
（
〇

一
」
り
　
７
’

（
Ｏ
　
’
Ｏ

（
Ｏ
　
ｏ
０

１
■
　
１
■

４６８

９
＾

７１７１

０９
（
ｏ

５６９
Ｆ
ｏ

４
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９
］
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７

７
’

【
／

【
／
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９
＾

晦
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Ｆ
ｏ

２２

６５１９２

１８８１
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６３０９７９４７

０７９５７３７

５８９７８６３

５１５８５

□
ｈ
Ｕ

４

８９７８６３

蛇
８４３６７１
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７３８１１

９４１７１７
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Ｆ
ｈ
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７４４３
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網
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網
網
釣
他
船

　
　
き
き
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び
び
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ま
　
　
建
本
の
外

　
　
船
底

　
型
船
型

八
小
機
小
磯
一
そ
県

９
一

９
］□

ｏ
ｌ

ｏ
ｏ

８

９
〕

０１４２５０４９
Ｆ
ｏ

４８２３９２２１４５６５７１１計合

４
５

４
４

額金量数額金量数漁

蛇 ４
　
Ｆ
Ｄ
８
　
７
　
０

７
２
４
９
５

１
　
９
８
　
９
　
４

７
－
９
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９
川
Ｏ
｛
１
」

２
９
２
５
５

７
３
５
１
３

６
　
，
０
　
７
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２
　
１
１
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１
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っ
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ヱ
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７
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２
　
０
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Ｑ
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０
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（
ｏ

　
　
り
ん
　
３

０６８

４
，

７

７
’

９２７２２５

８５１６２６３１９３９１

３１６３０１Ｌ２０９
一
〇

５７８０２３９１

７２３１４０９

ＯＯ０５７３４２

８０５７０６８４

８６８３５９８

８７３１０９７

２２４５９３３

５８６９６１２

晦
２５９７２１

６７８９５

３２４１６１

１９４１０３

７８８４４

４４４２

９
一

０８６７２

５６３２

網
網
網
網
綱
釣
他
船

　
　
き
き

　
き

　
　
び
び

田
ま
　
　
建
本
の
外

　
　
船
底

　
型
船
型

八
小
機
小
磯
一
そ
県

＝
Ｕ

９
一

０９５６７

Ｅ
Ｕ

１６９０３４８３６０５６７３２１８１１８４７＋

一
一
＝
口

合

志
布
志
湾
漁
業
経
済
分
析
資
料
（
そ
の
一
）
　
（
杉
野
）

二
五
七
（
八
九
一
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

６６８４１９６

７４０１５１６

二
五
八
（
八
九
二
）

４
７

４
６

額金量数額金量数漁

４２４０５６１

２１５．５５２５２

００００００６３

１９０６８００７

２０４．２６９４１

６３３５８９２

２５４０１２４

０６５２９０１

唾
８８１４

７１３４４１

５３７２８１

４７８８６３

６６１９７

９５０７１

８２６９１

８５０５

７６０１４２９

９４０６０４０１
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５９０７３５１７

９１２１１０２１

７２８７４１３
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晦
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５０９２５１

７４３５７３

７０６３６
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網
網
網
網
網
釣
他
船

　
　
き
き

　
き

　
　
び
び

田
ま
　
　
建
本
の
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船
底

　
型
船
型

八
小
機
小
磯
一
そ
県

７７７２４２６５１５２０１２８０２７５３９７３１５７３６４７計合
４
９

４
８

額金量数額金量数

度年

類
．
種業漁

５１６１４７７３

０００００００６

４９５６１５９８

１４２２０９２３

５３９６１０８

蛇

５０４１４

００００６

５２４１０４

４２５９７

６５０６

５６３１１

９４９１２

１１０９８２８１

００００００６３

１１３５７３４７

２１９７１１，０２

４２４１２６２

９３４７６２４

４４６５５２２

晦

９
　
０
　
１
　
５
　
０
　
４
　
４

ｎ
｝
　
０
　
’
ｏ
　
８
　
１
１
　
５
　
２

２
　
０
　
２
　
５
　
９
　
３
　
８

１
　
８
　
ｏ
ｏ
　
８
　
Ｆ
ｏ
　
ｇ
　
Ｏ

ｏ
ｏ
　
４
　
８
　
７
　
　
　
　
　
　
１
↓

　
　
３

網
網
網
網
網
釣
他
船

　
　
き
き

　
き

　
　
び
び

田
ま
　
　
建
本
の
外

　
　
底
底

　
型
船
型

八
中
機
小
磯
一
そ
県

８９２３４２１４２４２７１２６１４２６２９７５１３４１７６５計合

の
八
中
る
に
る
の
。
た
野
田
，
８
字
名

間
。
ら
あ
覧
な
る
る
つ
杉
八
船
計
の
ら

年
る
か
味
要
異
あ
あ
あ
で
中
網
合
」
か

器
譲
臓
簑
算
い
の
表
窒
旧
ご

最
移
ま
な
。
は
字
特
部
な
・
大
４
が
る
あ

膿
鍔
簑
臓
て
の
誰
節
螢
纂

お
）
や
の
で
数
近
し
整
は
。
網
，
，
漁
も

に
高
滅
へ
握
た
最
と
未
に
た
）
隻
り
て
た

町
（
消
網
把
れ
く
料
は
字
し
た
２
な
つ
れ

志
量
の
き
が
さ
極
資
に
数
理
ち
船
ら
な
ら

布
獲
網
ま
実
載
，
，
表
，
整
は
バ
か
に
け

志
漁
田
型
事
記
が
が
原
が
が
（
ツ
隻
型
付

５
０

額金量数

０

３３３６１４７３

０００００００６

４３９００７８９

１４１６７２５３

６４１６０６８１

０６１９９３７

８１０４７３５

蛇

５
８
　
２
４
　
５
３
　
７

６
　
２
　
０
　
１
　
９
　
６
　
２

１
　
４
　
６
４
　
０
　
３
　
４

８
　
１
　
２
　
５
　
４
　
０
　
９

３
７
４
８
　
１
２
１

　
１
　
ｏ
ｏ

網
網
網
網
網
網
他
船

　
き
　
曳
　
延
の

　
　
き

田
ま
　
底
　
釣
そ
外

　
　
び
　
　
　
　
・

　
型
　
型
　
本
類

八
中
船
小
建
一
貝
県

２３７２７７２６２４９４１９６計合



別
せ

期
合
業

漁
組
漁

り
数当

体
老

労
事漁

－
従

族家用雇計

労
り
用
数

漁
当
使
船

－
体
の
漁

数日漁出種魚期漁類種業漁

セ
ビ

イ
エ

網
ゴ
　
木
り

刺
カ
網
一
づ

４
　
　
１

１
■
　
　
１
■

一
２
　
　
１

１

１
■
　
　
１
■

８
　
　
５

１

１
２

（
ｏ
　
　
１

１
　
　
ｏ
ｏ

１
１
　
　
１
↓

１
■
　
　
１
■

４

５
　
　
４

１
↓
　
　
１
■

２
　
　
１

１

１
■
　
　
１
■

し
漁
い

出
な

在
い

現
て

目０１２

０５２

６１２

０８１

５４１

５
５

０４１

０４１

５５１

ウ
　
ウ
ジ
ソ

シ
　
ア

バ
ワ
バ
ロ
メ

サ
イ
サ
モ

　
　
　
リ

ジ
メ
ジ
メ

ア
ル
ア
ル
チ

ニカカイら工

ビエセイ物瀬

リブカイラボ

ス
　
，

　
スマ

　
マ

カ　
カ

ス
シ
タ

　
ゴ
ボ

キ
サ
ス

べ
大
ラ
バ

，
ア
サ

ベ
　
，
，

　
イ
ジ

小
タ
ア

月
１
２

～月５

月
１
２

～月４

月
１
２

～月１

月
１
２

．
～

月１

月
１
２

～月１

月
月
月
月

ｎ
６
　
　
　
０

　
’
Ｏ
　
　
Ｏ
Ｊ

１
■
　
　
　
１
■

～
～
～
～

月
月
月
月

　
　
０

１
　
３
８

　
　
１

月８
～月３

月
１
２

～月１

網田八

網
曳
曳
網
置
綱
網

き
　
底
　
定
し
刺

ま
　
　
　
建
　
　
廻
式

型
　
型
　
型
ス
定

中
船
小
磯
小
キ
固

網
釣

ゴ
本

カ

〕
で表原たまし正訂は

記
。

誤
た

お
し

な
認。

確

た
を

し
と

愛
こ

割
る

で
あ

の
で

な
績

協
実

漁
度

志
年

布
４
８

志
和

も
昭

れ
り

ず
よ

い
に

リ

が
ト

る
キ

あ
キ

が
一

目
が

項
る

の
あ

協
で

漁
明，

不

は
が

に
次

表
年

原
は

〔

数者業就ｕ易業産外業漁

業農
業漁

業兼－業専
人５

３
人５

３９４１数
営
れ

　
　
わ

　
と

総
自
や

向動の者卒学規新の帯世業漁

Ｃ
／
Ａ

％
０
３
独
孤

Ｂ
／
Ａ

％
０
０

他
の
そ

５
３

１
３
１
５
１

者
学
◎
進

６
３
５
９
つ
ｄ
　
１
１

２
２
５

計
小
１

６
９
９
８
　
１

次
業
３
腰

３
８
９
７

者
職
就

次
業
２
藤

２
１
０
１
　
１

業
－
林

業
農
１

１
０

鱗
＠

女
１

２
３
５
７
２
　
　
１
■

７
０
３
１

数
総
者
業
卒

男
１

０
９
５
８
ｎ
６
　
０
ん

６
７
４
１

＠
数
総

３
２
１
５
４
　
４

４
７
８

＼卒
卒
中
高

１
計

コ

う
し
乱

の
示
あ

諮
嫡

讐
批脈

茜

も
ど
後

沁
こ
料

し
る
資

て
あ
勾

れ
で
漸

ら
０
場

め
が
役

と
職
町

ま
就
が

に
喋
者

と
漁
前

も
の
，

の
者
は

し
卒
所

出
新
出

見
，
料

う
り
資

い
あ
。

と
で
度

向
業
年

動
農
４
８

の
て
和

者
べ
昭

業
す
も

就
，
れ

，
は
ず

は
者
い

表
る
は

の
い
次

つ
て
年

二
し
。

ら
業
る

れ
兼
い

こ
ち
て

〔

志
布
志
湾
漁
業
経
済
分
析
資
料
（
そ
の
一
）

（
杉
野
）

二
五
九
（
八
九
三
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

１
１
３
１
０
０
『
昭
和
四
十
九
年
度
業
務
報
告
書
』

　
　
　
志
布
志
漁
業
協
同
組
合

　
〔
漁
業
暢
同
組
合
の
『
業
務
報
告
書
』
は
、

る
う
え
で
基
本
的
な
資
料
で
あ
る
。
し
か
し
、

当
該
年
度
の
活
動
を
知

年
次
別
推
移
が
な
い
た

員合組
度
在

７
１
　
１
・
一
　
　
（
）
　
　
８
Ｆ
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
■
ｏ
１
↓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
↓

０
９

０

０

０

０

０

年
現

０
９

８
４

２

本
末

１

度
退
４
　
０
　
　
０
　
　
４
４
　
　
　
　
　
　
　
　
４

）
２

０

０

０

０

Ｏ ）
２
１
）
２

年
本
脱

死
（

死
（

死
（

３

３
７
４

ｉ

１

度
入

３
　
１
　
　
０
　
　
４

６
７
‘
　
１

０

０

０

０

０

年

６
７

０
８

本
加

１

‘

度
在

８
　
０
　
　
０
　
　
８
０
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
０
リ
ー
■
一
　
　
　
　
　
　
　
　
１
■
一

９
１

０

０

０

０

０

年
現

９
１

７
１
２

前
末

１

）

民
民
人
人
人
協

漁
漁
破
鴛

計

以
欝

計

地
地
漁
加
加
漁

（

合

正
組
合
員

准

組

合

員

］

の
に

こ
」

，
員

お
職

な
「ｏ

↓

ジ
員一

職

ぺ
役

５
「

合
て

聾駕

漁
」

獺

志
閉

山
の

書
こ

告
，

報
は
。

務
で
る

業
』
あ

度
書
が

年
告
表

４
９
報
る

和
務
す

昭
業
ん

『
『
か

〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
〇
（
八
九
四
）

め
、
数
年
に
わ
た
る
『
業
務
報
告
書
』
を
収
集
し
た
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
稿
で
は
、
　
『
報
告
書
』
の
う
ち
最
近
の
二
年
分
に
つ
い
て
漁
業
経
済

に
直
接
関
係
の
あ
る
部
分
の
み
を
収
録
し
た
。
〕

　
「
一
般
概
況

　
昭
和
四
九
年
度
の
わ
が
国
の
杜
会
の
動
向
は
、
一
昨
年
の
石
油
バ
ニ

ッ
ク
を
焦
点
と
し
て
、
高
度
経
済
成
長
か
ら
一
挙
に
低
成
長
路
線
へ
と

暴
落
し
、
そ
の
ひ
ず
み
は
ま
す
ま
す
深
刻
と
た
り
、
わ
れ
わ
れ
漁
業
者

　
　
　
　
マ
ヤ
　
　
・

の
生
活
を
浸
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
も
経
済
不
況
は
止
ま
る

と
こ
ろ
を
知
ら
ず
高
物
価
の
な
か
で
あ
え
い
で
い
る
の
が
現
状
で
あ
る

こ
と
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
特
に
最
近
に
お
い
て
は
、
燃
油
等
漁
業
資
材
価
格
の
高
騰
、
労
働
力

需
給
の
逼
迫
等
に
加
え
、
沿
岸
漁
業
の
伸
び
悩
み
、
沖
合
遠
洋
水
域
に

あ
っ
て
は
開
発
途
上
国
を
中
心
と
す
る
領
海
域
は
漁
業
水
域
の
一
方
的

拡
大
の
動
き
、
更
に
第
三
次
国
連
海
洋
法
会
議
の
動
向
等
、
わ
が
国
水

産
業
を
取
り
巻
く
内
外
の
情
勢
は
か
つ
て
な
い
厳
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
様
な
情
勢
の
中
で
、
当
志
布
志
漁
業
協
同
組
合
に
お
い
て
も
、

経
営
面
に
お
け
る
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
」
た
が
、
組
合
員
各
位
の
充
実

し
た
協
力
に
よ
り
、
取
扱
高
二
億
三
〇
〇
〇
万
円
を
記
録
し
た
こ
と
は

誠
に
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。
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類
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動

　
　
　
　
う
他
　
え
え
え
　
　
産

物
わ
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に
　
ま
他
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水
　
藻
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他

　
　
　
　
　
　
　
　
る
の
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瀬
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い
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１
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１
９
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８
４
１
２
６
５
３
０
２
８
３
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５
５
５
２
３
９
８
８
８
一
３
５
４
４
３
８
６
８

３
７
４
０
２
０
５
４
５
７
５
　
２
５
５
６

５
９
８
１
９
９
０
４
６
　
７
　
３
６
７
７

　
３
　
　
　
　
　
４
　
■
■
　
り
＾
　
４
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
１

し
し
し
ご
ば
じ
じ
じ
お
お
類
類
り
め
い
い

　
わ
わ
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
こ

わ
い
い
た
　
　
あ
あ
っ
か
ろ
き
　
　
　
ナ

、
め
ち
　
　
あ
　
他
、
他
　
　
　
た
他

、
二
び
　
ろ
の
カ
の
ぐ
じ
　
の

ま
う
か
き
さ
ま
む
そ
ま
そ
ま
か
ぶ
さ
ま
そ

８９２８

９
、
一

１４２４２７１２６十

二
＝
口

〕
のそはに的字数てつもで』覧要勢町

　
表

『
　
覧

ま湖
　
一

以
。
揚

度
た
（

　
　
オ

年
し
一
ｕ

４
８
略
易

，
省
月

お
が謡

度
ジ
ま
年

一
線
４
９

ぺ
横
口

　
　
禾

９
の

　
　
刀
口

，
中
同

前
表

同
原

，
　
　
ｏ

劃
る

慧

務
カ

業
と

度
こ

９
年
純

秘
を

鰹〔

志
布
志
湾
漁
業
経
済
分
析
賓
料
（
そ
の
一
）
　
（
杉
野
）

額

Ｏ
（
ｏ
１
４
７
７

８

７
９
１
４
５
４

９

２
１
９
８
６
７

２

，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，

，

４
つ
、
）
Ｈ
‘
８
６
ｎ
■
一

３

Ｆ
ｏ
７
０
９
４
１
上

４

９
４
２
６
６
０

２

，
　
　
　
■
　
　
　
．
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，

「
ｏ
２
０
９
５
０

１
１
１
１
１
上
　
　
７
‘
１
↓
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金

２

１

１

量

〃
皿
ぷ
欄

４２７

揚
４
１
３
０
２
３
２
０
０
５
港
２
１

’

２

－

２
他

６

’

水

－■■

月

１
２
１
２
３

１

１
↓
１
■

↓
ー
二
一
同

１■

額

１
上
３
３
９
０
４
３

Ｏ
Ｆ
ｏ
ｏ
ｏ
３
６
２
６

つ
０
１
９
４
２
３
２

，
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
　
，
　
　
，
　
　
，

４
０
８
２
４
６
３

８
５
５
０
◎
ｏ
５
１

［
ｏ
１
７
７
７
Ｆ
ｏ
７

，
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
　
，
　
　
，
　
　
，

４
２
９
２
７
２
７

１
■
１
↓
　
　
１
１
↓
ｏ
６
１
上

金量

２
口
ｏ
８
２
２
１
７

４
８
２
４
４
７
５

１
２
４
６
１
０
３

揚

，
　
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
　
，
　
　
，
　
　
，

７
９
１
１
８
ｏ
ｏ
７

３
２
２
３
４
６
４

水
１

月

４
５
６
７
８
９
０１

表覧揚水

口
力

業漁度年
４
９和昭

額
５
　
６
　
４
つ
Ｏ
　
＾
０
　
０
）

８
９

金
ｑ
）
　
８
　
「
ｏ
，
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
，

２
，

（
ｏ
　
４
　
１
↓
１
１
　
１
　
４

３
４

揚
０
　
９
　
４
，
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
，

２
，

ｏ
◎
　
６
　
３

１
４

Ｌ

２

水
１

１

ｕ
易

網
他
船

延
の

業

か
ズ

十
言
口

笛
州
、
ぞ

一
貝
県

’’
’

＾

額

Ｈ

０
　
５
　
０
　
４
　
１
　
１
　
０
　
ｏ
Ｊ
　
４

金

（
Ｏ
　
（
Ｕ
　
［
Ｏ
　
ｎ
乙
，
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
，

１
１
　
（
Ｕ
　
（
０
　
ｏ
乙
４
　
０
　
１
　
０

揚

７
‘
　
Ｏ
　
「
ｏ
　
ｏ
Ｕ
，
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
，

７
‘
　
０
　
ｏ
）
　
ｎ
６
３
　
６
　
８
　
３

水

｛

’

Ｕ
牙

網
網
網
き
網

巻
き
び

業

田
　
　
底

（＾

型
び
型

－

漁

八
中
船
小
建

二
六
一
（
八
九
五
）

円ム
一
フ

グロキは位単おなジペ
ー
０前同』書告報務業度年

４
９和昭『は表のつ二

、
ｂ

れこ〔



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

　
四
十
九
年
度
に
お
い
て
は
、
当
初
の
事
業
計
画
に
も
申
し
の
べ
ま
し

た
様
に
臨
港
道
路
設
置
に
伴
う
冷
蔵
庫
の
撤
去
お
よ
び
新
冷
蔵
庫
の
設

置
も
、
県
、
町
当
局
の
ご
協
力
に
よ
り
計
画
ど
お
り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

更
に
四
十
九
年
度
に
お
い
て
、
新
ら
た
に
上
架
施
設
（
ド
ッ
ク
）
の
建

設
計
画
が
煮
つ
ま
り
、
五
十
年
度
の
第
二
次
沿
岸
漁
業
構
造
改
善
事
業

に
よ
り
施
設
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
四
十
六
年
に
台
風

で
破
壌
さ
れ
、
そ
の
後
休
止
し
て
お
り
ま
し
た
漁
業
無
線
局
（
海
岸
局
）

が
再
建
さ
れ
、
操
業
の
安
全
と
流
通
の
近
代
化
を
図
る
べ
く
、
五
十
年

度
当
初
か
ら
そ
の
業
務
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
省
略
）

　
　
　
〔
『
昭
和
四
十
九
年
度
業
務
報
告
書
』
、
六
ぺ
ー
シ
。
周
知
の
よ
う
に
漁
業

　
協
同
組
合
の
事
業
と
し
て
は
、
信
用
事
業
、
販
売
事
業
、
購
買
事
業
、
共
済

　
事
業
、
（
指
導
事
業
）
た
ど
が
あ
る
が
、
直
接
的
に
漁
業
経
済
に
関
連
す
る

　
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
志
布
志
漁
協
の
当
面
す
る
一
般
的
概
況
の
み

　
　
を
収
録
し
て
お
い
た
。
〕

Ｉ
ｌ
３
１
似
『
昭
和
五
十
年
度
業
務
報
告
書
」

　
　
　
志
布
志
漁
業
協
同
組
合

　
〔
志
布
志
町
に
お
げ
る
漁
業
経
済
動
向
を
知
る
最
新
の
資
料
で
あ
る
。

前
年
度
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
業
務
報
告
書
は
『
昭
和
五
十
一
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
二
（
八
九
六
）

度
事
業
計
画
書
』
と
同
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
事

業
計
画
書
に
つ
い
て
は
両
年
度
分
と
も
に
割
愛
し
た
。
〕

員合組
度
在

４
６
１

１

Ｏ
５
６
１

６
７

０

０

０

Ｏ

０

年
現

６
７

１
４
２

本
末

１

度
退

）
３

０

０
）
３

）
４

０

Ｏ

０

０

０ ）
４
１
）
７

年
本
脱

死
（

死
（

死
（

死
（

死
（

３
２

３
２

３
３

３
３

６
５

１

１

度
入
３
３

０

０
３
３

３
２

０

Ｏ

Ｏ

０

０

年

３
２

６
５

本
加

１

度
在

７
５
１

１

０
８
５
１

０
９

０

０

Ｏ

０

０

年
現

０
９

８
４

２

前
末

１

１

）

民
民
人
人
人
協

漁
漁
沸
湘
雌

計

以
欝

計

地
地
漁
加
加
漁

（

合

正
組
合
員

准

組

合

員

。
〕ジ□ぺ

５，

合組同協業漁
ｕ布甘↓書告報務業度年

５
０和昭ぴ

　
「
一
般
概
況

　
低
迷
を
続
け
る
経
済
情
勢
の
な
か
で
、
水
産
業
へ
の
影
響
は
ま
す
ま

す
深
刻
化
の
様
相
を
呈
し
、
漁
業
経
営
は
苦
し
さ
に
あ
え
い
で
い
る
の



で
あ
り
ま
す
。
昭
和
五
十
年
度
に
お
い
て
は
、
不
況
は
更
に
深
く
な
り

沿
岸
漁
業
の
経
営
経
費
は
漁
獲
額
よ
り
大
き
く
不
振
の
度
合
を
高
め
て

お
り
ま
す
。

　
こ
の
様
に
、
極
め
て
難
し
い
さ
中
に
お
け
る
組
合
の
径
営
は
そ
の
困

難
さ
が
心
配
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
が
、
組
合
員
各
位
の
真
剣
な
取

り
組
み
に
．
よ
り
取
扱
高
二
億
六
、
二
〇
〇
万
円
（
昨
年
比
九
・
二
％

増
）
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
誠
に
喜
ぼ
し
く
思
う
次
第

で
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
新
し
い
執
行
体
制
を
も
っ
て
出
発
し
た
五
十
年
度

は
、
年
度
中
途
に
お
い
て
組
合
員
資
格
に
よ
る
執
行
部
の
変
動
が
あ
り

必
ず
し
も
万
全
体
制
と
は
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
年
度
末
間
近
に
改

め
て
現
体
制
が
確
立
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
こ
と
は
、
ご
周
知
の
と

お
り
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
事
業
面
に
。
お
い
て
は
、
第
二
次
沿
岸
漁
業
構
造
改
善
に
よ
る

漁
船
漁
具
保
全
施
設
（
ド
ッ
ク
施
設
）
が
総
事
業
費
八
、
一
六
〇
、
○

○
○
円
（
国
・
県
補
助
五
、
七
一
二
、
○
○
○
円
　
志
布
志
町
補
助
八

一
六
、
○
○
○
円
　
漁
協
一
、
六
三
二
、
○
○
○
円
）
で
、
県
の
水
産

振
興
対
策
事
業
に
よ
る
漁
船
用
補
給
施
設
（
燃
油
タ
ソ
ク
五
〇
キ
ロ
リ

ッ
ト
ル
）
が
総
事
業
費
三
、
五
〇
〇
、
○
○
○
円
（
県
補
助
一
、
七
五

　
　
　
志
布
志
湾
漁
業
経
済
分
析
資
料
（
そ
の
一
）
　
（
杉
野
）

）円
●

ｇｋ（表覧一揚水ｕ易種漁度年
５
０和昭

額金量揚水種漁額金量揚水種漁

７６３４

ｎ
ｚ

２

８
一
ｂ○ユ

Ｆ
ｏ

８２

８７６３０９８４

３８７４２８７

１８７０２５２

７１１４３８３
９
〕

４１７４４５１
「
ｏ

３２９３７９２

４１

り
ん

Ｌ４８１

５４９８６８

４０１３８３

買
Ｊ

１

３２９

ワ
’

７

ｎ
ｚ
Ｏ

ｏ
ｏ
０

４
０

ｃ
Ｕ
０

８
０

Ｅ
Ｏ
Ｏ

ｎ
■
一
０

　
６

３１３２

３８５５

８

「
」
Ｊ

７４５１

４９６８

１８６

８９１１

９８７２４

７６５４５

５４７４

３０８２

０６５７１

３５０１
７
１
８

（
Ｏ
Ｏ
ム

ー
↓
４

２
１

　
７

　
１

ら
ら
類
類
び

　
　
魚

　
　
　
　
　
え

い
　
　
他
に

　
　
　
　
　
せ

　
　
の

し
ほ
そ
か
い

び
び
類

え
え

ま
他
か

る
の

く
そ
い

こ
物
類
類

　
動

　
産

　
水
　
　
藻

　
他

　
のた

そ
貝
海

品工加

２３７２７７２６２４９４１９６計合

０６８８３

２８５７４２

７０２８４９５

７００１５９９

５４３８１１

５１８６３４３

１０５７３８１

７７１７３８３

５８７９９３１

７７９８３４２

７０９９６７６１

７８９５９４４

３１１８０６９

０９６９３５０１

２３３

８１５ユ

５６１９６

９１７２２

２７２１

５１７７１

１９７８

６１４３１

５０５１

８４１４２

１３３１１

６４６７

２６２４２
［
ｏ

３３７１

し
し
ぱ
じ
じ
じ
お
お
り
め
い
い
類
ら

　
わ
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
こ

わ
い
　
　
あ
あ
つ
か
　
　
　
ナ

、
め
　
あ
　
他
、
他
　
　
だ
他
物
わ

し
　
　
　
　
　
ろ
　
　
カ

　
る
　
　
　
　
の
　
　
の
　
　
　
　
の

ま
う
さ
ま
む
そ
ま
そ
ぶ
さ
ま
そ
瀬
さ

〕略省が野杉は線引横
○ジーぺ

９，

前同山書告報務業度年
５
０和昭町

二
六
三
（
八
九
七
）



表覧一揚水ｕ男月度年○肪禾

刀
口

同

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

額

０
５
１
４
７
）

２

５
７
５
７
つ
、
Ｕ
４

３

２
３
８
１
０
７

７

，
　
，
　
，
　
，
　
，
Ｏ
ｕ

○
リ
Ｆ
ｏ
４
７
４
　
，

２
６
４
？
）
１
２

７

０
６
８
８
（
）
９

７

，
　
，
　
，
　
，
　
，
１
■
．

６
２
５
４
０
　
，

１
２
１
１
８
９

６

（

２

金
１

１

量

４
８
８
４
３
）

４

４
３
２
８
９
５

９

７
３
７
８
４
１

４

揚

，
　
，
　
，
　
，
　
，
７
１

ｏ
Ｏ
（
Ｏ
Ｏ
Ｊ
つ
ｄ
１
↓
　
，

３
６
３
ｎ
ｏ
７
９

９

１
■
１
■

６

水

（

１

１

月

１
２
１
２
３
港
揚

計

１
■
１
↓

他
水

合

１
■

額

２
８
８
ｏ
ｏ
４
４
ｒ
ｏ

３
０
０
（
ｏ
４
７
１

’
ｏ
９
０
７
‘
４
１
１
↓

，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，

９
８
５
３
１
７
’
ｏ

７
２
一
ｂ
ｏ
◎
１
↓
０
１
１

８
８
３
６
９
３
４

，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，

〔
ｏ
５
Ｑ
ｏ
ｏ
Ｊ
４
７
’
ｏ

１
↓
１
■
１
↓
１
↓
１
■
１
１
一
－
上

金
１

量

６
１
３
５
７
８
７

４
（
ｏ
ｏ
）
「
ｏ
２
一
１
↓
０

３
４
１
５
９
８
０

揚

，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，

０
９
一
ｂ
Ｏ
Ｑ
）
７
Ｉ
ｏ
ｏ

４
３
３
６
５
５
４

水
■

月

４
５
６
７
８
９
０１

表覧一揚水ｕ易種業漁年
５
０和昭

額
（
ｏ
Ｏ
　
ｏ
ｏ
４
　
（
０
　
１
・
一

２
３

金
１
■
１
１
　
０
，
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
，

７
，

（
ｏ
ｏ
リ
４
０
９
７

２
７

揚
ｃ
Ｕ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
，
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
，

７
，

ｏ
◎
７
５
１

２
６

２

水

’

１

１

ｊ
ｌ
男

網
他
船

計

延
の

“

業

か
ア

本
類

漁

一
貝
県

合
↓

１
１

額
０
３
０
４
１
　
ｎ
ｏ
０
３
４

一

金

つ
ｄ
０
９
１
，
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
，

山

’
ｏ
　
０
　
０
　
戸
ｏ
１
■
　
０
　
０
　
７
１

４
０
７
２
，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，

揚

７
　
０
ｏ
ｏ
「
ｂ
ｎ
Ｏ
（
０
　
０
Ｊ
Ｑ
ｏ

水
１

’

ｕ
易

網
網
網
網
網

巻
き
曳

業

田
　
　
底

型
び
　
型

－

漁

八
中
船
小
建

’

〕円
●

ム
一
フ

グロキは位単ムーぺ
１
０』書告報務業度年

５
０和昭『もれづい丸‘表のつ二

、
り↑者こ〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
四
（
八
九
八
）

○
、
○
○
○
円
一
志
布
志
町
補
助
七
〇
〇
、
○
○
○
円
　
漁
協
一
、
〇

五
〇
、
○
○
○
円
）
で
そ
れ
ぞ
れ
完
成
を
見
た
の
で
あ
り
ま
す
。
更
に

漁
協
単
独
事
業
と
し
て
、
二
七
メ
ガ
サ
イ
ク
ル
の
漁
業
用
無
線
局
（
事

業
費
三
、
一
九
九
、
○
○
○
円
）
を
設
置
、
今
後
は
船
舶
局
の
増
強
に

努
め
た
い
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
」
　
　
　
　
　
　
（
以
下
省
略
）

　
　
　
〔
『
昭
和
五
十
年
度
業
務
報
告
書
』
、
同
前
、
六
べ
ー
ジ
。
な
お
省
略
し
た

　
文
章
の
な
か
で
は
経
済
水
域
二
〇
〇
カ
イ
リ
の
必
定
と
沿
岸
漁
業
の
重
要
性

　
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
〕

　
　
１
－
４
志
布
志
町
に
お
け
る
漁
業
の
現
状
と
間
題
点

　
　
　
　
　
　
志
布
志
町
で
の
キ
キ
ト
リ
調
査
結
果

　
　
　
　
　
　
昭
和
五
十
一
年
十
一
月
二
目

　
「
志
布
志
湾
で
は
従
来
か
ら
青
モ
ノ
、
イ
ワ
ツ
や
サ
バ
な
ど
の
漁
が

多
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
主
た
る
漁
法
と
し
て
は
古
く
か
ら
（
大

正
末
期
よ
り
）
八
田
網
が
あ
っ
た
。

　
志
布
志
は
薩
摩
東
部
の
（
密
）
貿
易
港
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
か
、

こ
の
町
は
ボ
ス
的
（
親
方
的
）
杜
会
構
造
で
あ
っ
た
し
、
戦
後
も
そ
う
で

あ
っ
た
。

　
親
方
は
昭
和
三
十
七
年
か
ら
三
十
八
年
頃
ま
で
八
田
綱
を
や
っ
て
お



り
・
そ
こ
で
は
船
を
も
た
な
い
人
達
を
「
乗
り
子
」
と
し
て
雇
っ
て
い

た
。
八
田
網
は
昭
和
四
十
四
年
頃
ま
で
続
い
た
。
漁
獲
物
に
た
い
す
る

配
分
方
法
は
、
現
物
支
給
で
あ
り
、
　
「
乗
り
子
」
は
そ
れ
を
自
分
た
ち

で
個
々
に
売
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
昭
和
四
十
四
年
ま
で
そ
う
で
あ
っ
た
。

そ
の
実
態
は
か
な
り
複
雑
で
あ
る
。

　
漁
獲
総
量
を
一
〇
と
す
る
と
、
そ
の
う
ち
三
は
「
乗
り
子
」
が
か
く

し
・
こ
れ
を
船
頭
な
ど
が
と
っ
た
。
残
り
の
七
の
う
ち
二
は
「
乗
り

子
」
へ
現
物
支
給
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
五
が
残
る
が
、
そ
の
う
ち
現

金
換
算
比
率
で
八
○
バ
ー
セ
ソ
ト
を
親
方
が
、
二
〇
バ
ー
セ
ソ
ト
を

「
乗
り
子
」
が
も
ら
っ
た
。
戦
前
は
、
す
べ
て
親
方
が
と
り
、
そ
の
う

ち
三
割
か
四
割
し
か
乗
り
子
へ
現
物
支
給
し
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
支

給
形
態
の
た
め
、
従
業
者
は
減
少
し
た
。
操
業
が
不
可
能
と
な
り
、
現

在
で
は
名
は
残
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
四
年
問
、
八
田
網
は
や
っ
て
い
な

い
。
こ
の
八
田
網
の
従
業
員
は
捲
網
へ
行
っ
た
。

　
昭
和
四
十
四
年
か
ら
四
十
五
年
頃
に
－
か
け
て
捲
網
が
出
現
し
た
。
現

在
で
は
中
型
捲
網
（
五
ト
ソ
～
二
〇
ト
ソ
）
が
二
統
で
あ
る
。
当
初
の
昭

和
三
十
七
年
か
ら
三
十
八
年
頃
に
は
小
型
捲
網
（
五
ト
ソ
未
満
）
が
四
統

あ
っ
た
が
、
昭
和
四
十
四
年
頃
ま
で
に
は
一
統
と
な
り
、
そ
の
存
在
は

う
す
か
っ
た
。
昭
和
四
十
八
年
か
ら
中
型
化
へ
と
四
統
が
移
行
し
た
が
、

　
　
　
　
志
布
志
湾
漁
業
経
済
分
析
資
料
（
そ
の
一
）
　
（
杉
野
）

昭
和
五
十
年
に
は
二
統
が
廃
業
し
、
昭
和
五
十
一
年
の
現
在
で
は
二
統

で
あ
る
。

　
捲
網
が
廃
業
し
た
理
由
は
、
昭
和
四
十
八
年
と
四
十
九
年
が
不
漁
で

あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
以
前
は
イ
ワ
シ
が
と
れ
す
ぎ
た
こ
と
も
あ
り
、

資
源
が
枯
渇
し
た
と
は
い
え
な
い
。
魚
の
回
遊
状
況
が
変
化
し
た
か
、

自
然
淘
汰
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
〔
自
然
淘
汰
の
具
体
的
内
容
に
つ

い
て
は
不
詳
〕
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
経
営
が
困
難
と
な
り
、
船
を
長
崎
県
へ
転
売
し
た
。

船
を
売
却
し
た
場
合
、
代
船
が
な
け
れ
ぱ
県
か
ら
漁
業
許
可
が
で
な
い
。

他
県
へ
の
転
売
だ
げ
で
は
な
く
、
同
一
地
域
の
他
の
組
合
員
に
船
を
売

っ
て
し
ま
え
ぱ
漁
業
は
許
可
さ
れ
な
い
。

　
志
布
志
湾
の
中
心
に
県
境
が
あ
っ
て
鹿
児
島
と
宮
崎
の
両
県
に
二
分

さ
れ
て
い
る
。
志
布
志
、
東
串
良
の
漁
船
は
串
間
や
内
之
浦
と
ち
が
っ

て
装
備
が
と
ぽ
し
く
近
海
に
出
て
い
け
な
い
。
宮
崎
県
と
鹿
児
島
県
と

は
操
業
状
況
が
異
な
っ
て
い
る
。
宮
崎
県
で
は
カ
ツ
オ
の
一
本
釣
や
ハ

ェ
ナ
ワ
が
主
で
、
志
布
志
湾
外
に
出
て
操
業
す
る
。
鹿
児
島
県
で
は
、

志
布
志
湾
内
で
あ
っ
て
も
宮
崎
県
側
に
は
、
入
会
が
お
こ
な
わ
れ
て
い

な
い
の
で
入
っ
て
い
け
た
い
。
そ
の
た
め
水
揚
げ
が
少
な
い
。

　
捲
網
に
つ
い
て
い
え
ば
、
昭
和
四
十
八
年
、
四
十
九
年
は
青
モ
ノ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
五
（
八
九
九
）
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志
布
志
湾
で
揚
ら
ず
、
昭
和
五
十
年
後
半
か
ら
五
十
一
年
に
入
っ
て
・

青
モ
ノ
を
中
心
に
成
績
は
良
好
で
あ
る
。
中
型
捲
網
船
で
は
従
業
員
が

十
四
～
十
五
名
で
あ
り
、
月
給
六
万
円
プ
ラ
ス
歩
合
金
と
い
う
の
が
平

均
的
収
入
の
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
歩
合
制
に
っ
い
て
説
明
し
て
お
く
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
操

業
期
問
は
闇
夜
の
あ
い
だ
に
お
こ
な
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
期
問

は
二
十
日
位
で
あ
る
。
月
夜
は
休
み
で
あ
る
が
、
闇
夜
の
あ
い
だ
に
歩

合
が
つ
く
の
で
あ
る
。
そ
の
歩
合
を
入
れ
る
と
、
平
均
月
給
は
十
五
～

十
六
万
円
と
な
る
。
．
歩
合
は
必
ず
し
も
一
様
で
な
く
、
一
晩
で
一
千
万

円
と
か
数
百
万
円
の
水
揚
が
あ
れ
ば
、
　
ニ
ヤ
ミ
」
で
一
人
あ
た
り
二

〇
万
円
か
ら
三
〇
万
円
の
歩
合
が
つ
く
こ
と
も
あ
る
。
現
在
二
統
の
捲

網
が
あ
る
が
、
そ
の
両
方
と
も
に
そ
う
い
う
状
況
に
あ
る
わ
げ
で
は
友

く
、
一
方
は
水
揚
収
入
が
三
、
○
○
○
万
円
位
あ
っ
て
、
か
な
り
良
い

が
、
他
の
一
統
は
そ
ん
な
に
良
く
な
い
。

　
八
田
網
か
ら
捲
網
へ
の
転
換
が
志
布
志
で
お
こ
な
わ
れ
た
と
き
、
経

営
者
が
変
転
し
た
。
八
田
網
は
す
べ
て
五
統
で
あ
り
、
そ
の
統
数
は
増

加
さ
せ
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
う
ち
一
家
で
三
統
も
っ
て

い
る
親
方
が
あ
り
、
そ
の
家
は
捲
網
を
細
々
と
し
て
で
は
あ
る
が
操
業

し
て
い
た
。
し
か
し
、
八
田
網
を
止
め
る
と
き
に
は
〔
中
型
〕
捲
網
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
六
（
九
〇
〇
）

と
転
換
す
る
だ
け
の
資
力
が
な
か
っ
た
。

　
バ
ツ
チ
網
（
機
船
船
曳
網
）
。
こ
れ
は
目
の
出
か
ら
目
没
ま
で
の
昼
問

に
操
業
す
る
。
五
ト
ン
未
満
で
二
〇
馬
力
以
内
の
動
力
船
二
隻
を
も
っ

て
（
動
カ
で
も
っ
て
）
地
曳
を
す
る
。
昭
和
四
十
一
年
・
四
十
二
年
頃
か

ら
は
じ
め
ら
れ
た
が
、
本
格
的
に
は
昭
和
四
十
二
年
か
ら
で
あ
る
。
具

体
的
に
は
チ
リ
メ
ソ
ジ
ャ
コ
を
と
っ
て
い
る
。
統
数
は
少
な
い
が
、
現

在
は
志
布
志
の
主
幹
漁
業
に
た
っ
て
い
る
。
昭
和
四
十
七
年
よ
り
五
統

か
ら
六
統
へ
と
増
加
し
、
東
串
良
で
は
九
統
が
操
業
し
て
い
る
。
共
同

漁
業
権
内
三
、
○
○
○
メ
ー
ト
ル
プ
ラ
ス
一
、
○
○
○
メ
ー
ト
ル
の
範

囲
で
操
業
し
、
漁
獲
高
は
一
番
多
い
。
チ
リ
メ
ジ
ジ
ャ
コ
は
自
家
加
工

し
た
の
ち
白
家
販
売
し
て
い
る
が
、
そ
の
販
売
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
漁

連
や
組
合
が
タ
ツ
チ
し
て
い
る
だ
げ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
志
布
志
町

の
漁
獲
の
す
べ
て
が
組
合
を
通
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
チ
リ
メ
ン

ジ
ャ
コ
は
乾
燥
す
る
だ
げ
の
自
家
伽
工
で
製
品
価
値
が
で
て
く
る
。
す

べ
て
が
京
阪
神
を
中
心
と
す
る
県
外
送
り
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
実
態

把
握
は
困
難
で
あ
る
。
一
統
あ
た
り
年
問
三
～
五
千
万
円
の
水
揚
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
す
る
従
業
者
は
十
五
～
四
十
名
位
あ

り
、
一
統
に
つ
き
十
五
～
二
十
名
位
で
あ
る
。
　
〔
数
字
に
や
や
理
解
で

き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
〕



　
大
体
に
お
い
て
漁
携
へ
は
男
七
～
八
名
が
従
泰
し
、
陛
上
の
仕
事
は

女
七
～
八
名
が
従
事
し
て
い
る
。
賃
金
は
同
定
月
給
プ
ラ
ス
ボ
ー
ナ
ス

と
い
う
彫
態
を
と
っ
て
お
り
、
非
常
に
良
い
。
弁
当
一
つ
で
出
掛
け
る

組
合
員
も
お
り
、
普
通
の
漁
民
（
組
合
員
）
と
区
別
せ
よ
と
い
う
声
も
で

て
い
る
。
将
来
の
展
望
と
し
て
は
協
業
化
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
。

　
小
型
底
曳
網
。
昼
夜
を
わ
か
た
ず
操
業
す
る
が
、
夜
問
の
ぼ
あ
い
が

多
い
。
志
布
志
で
は
、
こ
れ
ま
で
主
幹
漁
業
と
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

志
布
志
湾
に
は
こ
れ
ま
で
車
エ
ビ
（
ア
シ
ァ
ヵ
車
エ
ビ
）
が
非
常
に
多
か

っ
た
。
昭
和
三
十
六
年
頃
、
大
分
県
佐
伯
か
ら
小
型
底
曳
網
の
業
老
五

人
を
呼
ん
で
き
た
が
、
こ
れ
が
最
初
で
あ
る
。
そ
の
後
も
大
分
か
ら
や

っ
て
く
る
し
、
地
元
民
も
や
る
よ
プ
に
な
っ
て
盛
ん
と
た
り
、
三
十
六

統
と
な
っ
た
が
、
現
在
、
実
稼
動
し
て
い
る
の
は
二
十
四
統
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
、
七
割
が
他
地
方
か
ら
当
地
へ
住
み
っ
い
た
人
達
で
あ
る
。

　
昭
和
四
十
一
年
頃
か
ら
小
ユ
ビ
、
イ
ヵ
類
に
な
っ
て
き
た
。
車
エ
ビ

は
姿
を
見
せ
な
く
な
っ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
昭
和
四
十
年
以
後
、
瀬

戸
内
海
漁
業
栽
培
セ
ン
タ
ー
か
ら
車
エ
ビ
を
も
っ
て
き
て
放
流
し
つ
づ

け
て
い
る
。
最
近
で
は
、
小
ユ
ビ
、
イ
ヵ
、
タ
ィ
、
ヵ
二
そ
れ
に
本
車

エ
ビ
が
と
れ
は
じ
め
て
お
り
、
こ
こ
二
～
三
年
の
放
流
の
結
果
が
出
て

き
て
い
る
。

　
　
　
　
志
布
志
湾
漁
業
経
済
分
析
資
料
（
そ
の
一
）
　
（
杉
野
）

　
ほ
と
ん
ど
が
一
人
操
業
で
、
五
ト
ソ
未
満
で
二
〇
馬
力
以
内
の
漁
船

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
二
〇
馬
力
と
い
う
エ
ソ
ジ
ソ

の
船
は
い
な
い
。
三
〇
馬
力
、
五
〇
馬
力
、
な
か
に
は
六
〇
馬
力
と
い

う
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
は
一
分
で
も
早
く
漁
場
に
入
る
た
め
で
あ
り
、

漁
場
で
の
操
業
に
入
る
と
こ
れ
は
同
じ
に
。
な
っ
て
し
ま
う
。
批
榔
島
ま

で
約
三
十
分
、
網
を
引
く
と
一
時
間
半
か
ら
二
時
問
か
か
る
。
馬
力
が

小
さ
い
と
、
潮
の
抵
抗
な
ど
で
遅
く
な
る
の
で
、
馬
力
を
大
き
く
し
よ

う
と
す
る
が
、
こ
れ
は
漁
業
資
源
の
確
保
の
た
め
許
可
制
と
た
っ
て
い

る
。
五
ト
ソ
の
運
搬
船
に
六
十
五
か
ら
一
〇
〇
馬
力
の
エ
ソ
ジ
ソ
を
つ

け
る
と
、
こ
れ
は
も
の
す
ご
い
も
の
で
あ
る
。

　
底
曳
の
収
入
は
年
問
三
五
〇
万
円
か
ら
四
〇
〇
万
円
と
い
っ
た
程
度

で
あ
る
。

　
一
本
釣
。
二
十
人
位
で
、
主
と
し
て
タ
イ
を
釣
っ
て
い
る
。

　
刺
網
。
網
に
碇
を
っ
げ
て
お
き
、
の
ち
船
を
っ
か
っ
て
魚
を
網
の
目

の
中
に
刺
し
こ
ま
せ
る
よ
う
に
し
て
漁
獲
す
る
。
ボ
ラ
、
キ
ス
、
サ
ゴ

シ
（
サ
ワ
ラ
の
小
さ
い
も
の
）
。
お
よ
そ
三
十
人
位
で
あ
る
。

　
建
網
。
こ
れ
に
は
磯
建
網
と
瀬
戸
建
網
と
が
あ
る
。
志
布
志
で
普
通

建
網
と
い
わ
れ
る
の
は
磯
建
網
の
こ
と
で
あ
り
、
カ
レ
イ
や
ヒ
ラ
メ
を

と
る
。
瀬
戸
網
で
は
、
い
わ
ゆ
る
瀬
も
の
、
イ
セ
エ
ビ
、
タ
イ
、
チ
ヌ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
七
（
九
〇
一
）
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イ
ツ
サ
キ
、
ア
ラ
な
ど
を
と
る
。
・
…
：
…
お
よ
そ
三
十
人
位
が
従
事
し

て
い
る
。

　
観
光
漁
業
。
四
統
ぐ
ら
い
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
水
協
法
〔
水

産
漁
業
協
同
組
合
法
〕
に
よ
れ
ば
遊
漁
は
漁
業
で
は
な
い
。
時
期
に
よ

っ
て
異
な
る
が
、
土
曜
と
目
曜
だ
げ
漁
業
し
て
い
る
の
が
四
十
か
ら
五

十
人
位
い
る
。
志
布
志
で
は
瀬
釣
は
不
可
能
だ
か
ら
漁
船
に
よ
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
遊
漁
は
、
ア
、
ミ
を
撤
い
た
り
〔
マ
キ
輯
の
こ
と
〕
、
築

磯
を
利
用
し
た
り
す
る
の
で
組
合
員
の
生
活
の
場
が
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
。

　
〔
志
布
志
湾
開
発
と
漁
業
問
題
〕

　
大
隅
開
発
の
第
一
次
試
案
が
だ
さ
れ
た
昭
和
四
十
六
年
末
に
は
志
布

志
湾
に
は
六
つ
の
漁
協
が
あ
っ
た
。
こ
の
試
案
に
つ
い
て
は
、
官
庁

（
役
場
）
や
商
工
業
者
に
た
い
し
て
は
一
方
的
な
説
明
が
な
さ
わ
、
ま
た

漁
業
関
係
者
に
た
い
し
て
は
な
ん
ら
の
説
明
も
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
志

布
志
湾
臨
海
工
業
設
置
反
対
漁
業
者
協
議
会
を
つ
く
っ
た
が
、
こ
れ
に

は
一
、
二
〇
〇
名
が
参
加
し
た
。
埋
立
を
中
心
と
し
た
開
発
に
つ
い
て

は
、
埋
立
に
よ
っ
て
漁
場
が
奪
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
に
試
案
に

は
漁
業
政
策
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
反
対
し
、
昭
和
四
十
七
年
一
月
、

串
間
市
の
協
力
も
得
て
五
〇
〇
隻
の
船
を
集
め
て
．
反
対
集
会
を
開
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
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（
九
〇
二
）

　
昭
和
四
十
八
年
か
ら
四
十
九
年
に
か
げ
て
協
議
会
の
内
部
が
お
か
し

く
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
一
部
分
に
反
対
よ
り
賛
成
へ
の
態
度
変
更
者
が

生
じ
、
こ
の
頃
か
ら
反
対
運
動
が
に
ぶ
く
な
っ
た
。
漁
業
者
の
な
か
に

賛
成
派
、
開
発
推
進
グ
ル
ー
プ
が
で
き
、
若
干
の
漁
協
組
合
長
が
入
っ

た
。
昭
和
四
十
九
年
に
協
議
会
は
解
散
し
た
。

　
志
布
志
に
つ
い
て
は
過
去
二
回
補
償
金
を
貰
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も

漁
港
改
修
に
と
も
な
う
漁
業
権
放
棄
に
た
い
す
る
も
の
で
あ
り
、
昭
和

四
十
三
年
に
は
六
十
六
万
平
方
米
に
た
い
し
て
四
千
四
百
万
円
の
補
償

金
、
ま
た
昭
和
四
十
八
年
に
は
同
じ
く
六
十
六
万
平
方
米
に
た
い
し
て
、

二
億
六
千
二
百
万
円
の
補
償
金
を
も
ら
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が

個
人
に
と
っ
て
役
立
っ
た
の
は
一
割
程
度
で
し
か
な
い
。
残
り
は
「
飲

み
食
い
」
や
調
度
品
に
使
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
今
回
も
二
ロ
ダ
あ
た
り

平
均
三
千
万
円
程
度
の
補
償
金
が
で
る
と
噂
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

当
て
に
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
志
布
志
で
は
反
対
賛
成
の
具
体

的
な
集
約
は
で
き
な
か
っ
た
。
東
串
良
で
は
会
が
解
散
し
、
賛
成
派
と

反
対
派
と
に
分
裂
し
て
し
ま
っ
た
。
他
の
漁
協
は
様
子
を
み
よ
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
積
極
的
に
賛
成
し
た
り
、
反
対
す
る
と
い
う
こ
と
に

は
な
ら
た
か
っ
た
。

　
現
在
、
志
布
志
湾
埋
立
開
発
に
反
対
し
て
い
る
の
は
バ
ッ
チ
を
中
心



と
し
た
人
達
で
あ
る
。
操
業
区
域
が
湾
内
で
岸
か
ら
四
、
○
○
○
メ
ー

ト
ル
で
あ
り
、
　
「
計
画
」
で
は
沖
合
二
、
○
○
○
メ
ー
ト
ル
を
埋
立
る

と
バ
ッ
チ
業
者
の
漁
場
は
な
く
な
る
。
そ
れ
に
替
る
漁
場
が
あ
る
か
ど

う
か
、
そ
れ
は
な
い
。
と
す
る
と
、
こ
れ
は
生
活
に
か
か
わ
る
問
題
で

あ
る
。
ま
た
志
布
志
湾
内
が
大
型
船
の
航
路
に
な
る
と
、
漁
業
者
は
操

業
で
き
な
く
な
る
の
で
反
対
し
て
い
る
。

　
賛
成
す
る
側
の
理
由
讐
」
う
で
あ
る
。
第
一
に
補
償
金
が
入
る
と
い

う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
そ
れ
は
バ
ッ
チ
の
年
間
の
収
入
と
、
一
本

釣
と
の
収
入
の
格
差
が
い
ち
じ
る
し
い
た
め
、
補
償
金
を
も
ら
っ
て
漁

船
を
大
き
く
し
ょ
う
と
い
う
漁
民
の
生
活
苦
か
ら
で
て
い
る
発
想
で
あ

る
。　

全
体
的
に
み
る
と
、
開
発
の
第
一
次
試
案
で
は
漁
業
に
対
す
る
政
策

が
乏
し
か
っ
た
。
漁
業
政
策
と
し
て
は
、
沖
合
漁
場
の
開
発
、
沖
合
・

近
海
漁
業
へ
の
転
換
、
融
資
金
に
対
す
る
助
成
な
ど
が
い
わ
れ
た
。
し

か
し
、
沖
合
漁
場
の
開
発
と
い
っ
て
も
、
何
年
来
水
試
〔
水
産
試
験
所
〕

の
船
が
で
て
調
査
し
て
い
る
が
、
は
た
し
て
志
布
志
の
漁
民
に
近
い
漁

場
が
み
つ
か
る
か
。
ま
た
志
布
志
漁
業
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ソ
漁
法
で
あ
る

沖
合
・
近
海
に
従
事
で
き
る
か
ど
う
か
。
新
し
い
漁
法
を
修
得
さ
せ
ね

ば
た
ら
た
い
し
、
そ
れ
も
今
目
、
明
目
と
い
う
具
合
に
は
い
か
な
い
。

　
　
　
　
志
布
志
湾
漁
業
経
済
分
析
資
料
（
そ
の
一
）
　
（
杉
野
）

技
術
の
修
得
に
は
七
、
八
ヶ
月
か
ら
一
ヶ
年
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
に

県
や
国
が
手
を
う
っ
か
ど
う
か
、
ま
た
修
得
期
問
の
生
活
を
誰
が
み
る

の
か
。

　
埋
立
に
反
対
す
る
と
し
て
も
、
今
の
型
の
ま
ま
で
将
来
も
漁
業
が
っ

づ
く
か
ど
う
か
。
大
隅
開
発
に
す
べ
て
の
り
か
か
る
だ
け
で
な
く
、
そ

の
前
に
漁
民
が
白
分
達
の
振
興
策
を
な
ぜ
考
え
な
か
っ
た
の
か
。
つ
ま

り
自
分
達
の
要
求
を
積
極
的
に
出
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。
宮
崎
県

の
串
問
市
で
は
三
億
円
を
使
っ
て
浅
海
漁
場
を
作
っ
て
い
る
。
漁
業
者

が
不
利
益
に
な
ら
ず
、
漁
業
を
っ
づ
げ
て
い
く
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か

が
間
題
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
漁
業
老
だ
げ
で
な
く
地
域
庄
民
の
問
題

で
も
あ
る
。

　
知
事
が
参
議
院
〔
選
挙
〕
に
で
て
く
る
そ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
土
産

と
し
て
、
　
〔
志
布
志
湾
開
発
に
関
連
し
て
〕
な
に
か
や
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
前
に
漁
民
が
自
分
た
ち
の
こ
と
と
し
て
、
　
〔
漁
業
振
興
政
策
を
〕

問
題
に
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
漁
民
は
零
細
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
れ
以
下
の
人
達
も
多
い
。
魚
価
は

こ
こ
二
～
三
年
は
低
下
し
て
い
た
が
、
最
近
で
は
安
定
し
て
い
る
。
漁

獲
量
も
昭
和
四
十
四
年
を
一
〇
〇
と
す
る
と
、
昭
和
五
十
年
は
四
ニ
パ

ー
セ
ソ
ト
増
と
な
り
、
漁
獲
量
、
漁
獲
高
も
除
々
に
回
復
し
つ
っ
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
九
（
九
〇
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

二
〇
〇
目
以
上
も
操
業
し
て
い
る
従
業
者
は
少
な
い
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
よ
り
楽
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
補
償
金
に
頼
ら
ず
と
も
や
れ
る
。
月

に
五
日
し
か
漁
に
出
ず
、
補
償
金
を
呉
れ
と
い
う
の
は
余
り
に
浅
は
か

で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
養
殖
が
で
き
な
い
、
定
置
網
の
漁
場
が
な
い
（
遠
浅
で
あ
る
）
、
台
風

等
の
影
響
が
大
き
い
、
漁
船
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
い
っ
た
よ
う
な

志
布
志
漁
業
に
と
っ
て
不
利
な
点
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
も
改
善
す
れ
ば
、

現
在
の
二
な
い
し
三
倍
は
で
き
る
。

　
獲
れ
た
魚
の
十
五
バ
ー
セ
ソ
ト
は
高
級
魚
で
県
外
へ
移
出
さ
れ
る
。

そ
の
範
囲
は
宮
崎
、
熊
本
ま
で
で
あ
り
、
ト
ラ
フ
グ
た
ど
キ
ロ
あ
た
り

三
、
七
〇
〇
円
で
あ
る
。
下
関
で
四
、
○
○
○
円
程
度
で
あ
る
か
ら
価

格
は
極
端
に
は
変
動
が
な
い
も
の
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
他
は
県
内
で
販

売
さ
れ
た
り
加
工
さ
れ
た
り
す
る
が
、
青
モ
ノ
は
養
殖
の
餌
に
な
る
。

　
公
害
に
つ
い
て
は
、
過
去
に
澱
粉
工
場
か
ら
ヘ
ド
ロ
が
出
て
困
っ
た

こ
と
が
あ
る
。
ジ
ャ
バ
ソ
・
フ
ァ
ー
ム
か
ら
出
る
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
糞
は

〔
魚
の
餌
に
た
る
の
で
〕
良
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
〔
そ
の
他
…
補
足
と
し
て
〕
五
ト
ソ
級
の
船
で
七
～
八
○
○
万
円
し
、

し
か
も
二
年
で
ユ
ソ
ジ
ソ
を
換
え
る
。

　
沖
合
漁
業
と
い
う
の
は
四
～
五
目
間
操
業
し
、
漁
獲
を
ま
と
め
て
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
〇
（
九
〇
四
）

地
に
も
っ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
近
海
漁
業
と
い
う
の
は
、
最
近

で
き
た
言
葉
で
あ
り
、
た
と
え
ば
種
子
島
な
ど
を
基
地
と
し
て
設
定
し
、

そ
こ
か
ら
出
漁
す
る
も
の
で
あ
る
。
明
確
に
は
わ
か
ら
ぬ
が
そ
の
よ
う

に
理
解
し
て
い
る
。
」

皿
皿
１
１

『
東
く
し
ら
』
、

東
串
良
町
役
場

一
九
七
四
、
町
勢
要
覧

　
〔
東
串
良
町
は
肝
属
川
口
付
近
に
あ
り
、
臨
海
工
業
開
発
予
定
地
域

の
な
か
で
も
、
も
っ
と
も
重
要
視
さ
れ
て
い
る
地
域
で
あ
る
。
地
域
内

で
の
賛
否
世
論
は
激
し
く
対
立
し
て
い
る
。
町
勢
要
覧
だ
げ
で
は
東
串

良
漁
業
の
実
態
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
〕

■

況状の協漁

末
４
７Ｓ

　
円

人
千

ｕ
７
８

ｎ
６
　
　
’
０

　
７

ｔ８

３
・

９２１

円千
５
９８９４１

数
高
量
額

　
　
獲
獲

員　
資
漁
漁

合
　
問
問

組
出
年
年

円千
■

位単金資出

額資出名資出

１１０１

５４８

５５８

金
金
金

備
備
立

準
準
積

別
定
別

特
法
特



円

高

千
４
７
１
２
３
８
０
４
０
７
５
６
６
８
２
７
９
６
０
４
２
０

獲

１

２
　
３

９
，

５
，

０
　
７
　
２
　
４

，

，

，

１
　
４
　
９

２
　
４

漁
１

量
ｇ
ｋ

５
２
９

５
４
６
１
１
８
９
３
６

Ｚ
９
・
０
・
５
一
９
・
３
・

Ｌ
２
一

獲

０
１
，

５
８
，

３
８
，

８
３
，

６
１

Ｏ
Ｏ
。
　
，

７
４
，

５
６
，

８
一
３

Ｏ
，

ｎ
ｚ
　
０
　
７
　
６

１

１

４

１
１

ｎ
乙
　
Ｏ
リ
　
ー

漁
１

類

類
ぱ
類
類
類
ら
ら
類
類
類
類

し

魚

め
い
じ
わ

か
び
他

わ

の

種
、
し

さ
さ
た
あ
さ
ぽ
貝
い
え
そ

〕
此前』

、
りしく東『もれずは表本と表の

つ
　
。

ニ
ジ

の
一

頁
ぺ

前
２
３

〔

皿
皿
１
２

『
東
串
良
町
役
場
部
内
資
料
』

　
〔
昭
和
五
十
一
年
十
一
月
二
目
、
串
東
良
町
役
場
企
画
室
の
部
内
資

料
で
あ
る
。
最
新
の
数
字
が
で
て
い
る
の
で
採
録
し
た
。
以
下
二
つ
の

表
よ
り
な
る
。
〕

額産生の業漁面海

　
円

額
千

産生価
円

単量
晦

数産生
項

１３２４１

７４０４

’
０
Ｑ
Ｕ
り
＾

４
０
８

（
Ｕ
４
ｏ
ｏ

１
１
１
１
０
４

　
１
■
１
■

６
つ
り
６
６
２

９
４
３
８
７

１
１
１
一
９
９
９

３
”
ｏ
６
４
２

　
７

７９３

９６１

０５１

７
０
ｏ
ｕ

ｏ
ｏ
Ｏ
ｏ
Ｕ

１
４
１
・
一

　
１

３
７
５
０
一
８
１
５
８

６
つ
Ｕ
　
　
６
６

５
１
一４２

８０２４８

８７９６２

４
巨
Ｕ
ｏ
ｏ

Ｑ
Ｊ
４
ｎ
ｚ

６
１
１
り
ん

７
ｏ
ｏ
ｎ
６

　
６

１
８
５
２
一
２
１
１
６

０
Ｆ
ｏ
　
　
３
５

５
７
　
　
７
４

　
１

芒

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２

類
類
類
類
ぱ
り
類
類
類
類
ら
ら
ら
類
類
類
こ
類
物
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
動

　
　
　
　
　
　
　
お
　
魚
　
　
産

し
お
ろ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
、
　
水

　
　
　
　
　
め
い
じ
う
い
わ
　
　
　
カ
　
び
の

わ
つ
ぐ
じ
　
び
　
他
　
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
の

い
か
ま
か
さ
ぶ
さ
た
あ
と
し
さ
ぽ
そ
貝
い
た
え
そ
藻

９３７７３１
２
１計合

〕略省は線引横松な○

度年
５
０和昭は次年札資内部場役町良串東〔

志
布
志
湾
漁
業
経
済
分
析
資
料
（
そ
の
一
）
　
（
杉
野
）

二
七
一
（
九
〇
五
）



額産生の業産水の他のそ

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

　
円

額
千

産生
価
円

単量
晦

数産生
項

）
枚
晦（

１
２
３
４
５

０
（
）
０
０
（
Ｕ

殖
確
殖
殖

　
　
　
十

　
養
養
一
一
、
口

養
養

　
　
貝
の

り
珠
母
他

　
珠
の
小

の
真
真
そ

　
（
個
人
）

浅
海
養
殖
業

Ｅ
〇
一
Ｌ
０

７
１
７
’

一
」
Ｕ
一
」
Ｕ

Ｏ
Ｊ
０
リ

２
２

６
７
ｏ
◎
９
０

０
０
０
０
１
・
一

い
ゆ
ぎ
他

た
の

こ
あ
う
そ

計
、

』
１

漁
　
　
業

内
水
面

３４７，７３１

３４７７３１

ｏ
〇
一８１

２
４
一５６７

１
２
３
４

１
－
一
１
↓
１
■
１
■

い
ぎ
他

た
の

こ
う
そ

計
、

Ｊ
ノ

養
殖
業

内
水
面

５３５１６

５３５１６

０
４
一４１

２
８
一８３４

５
（
ｏ
７
８

１
↓
１
１
１
↓
１
１
一

干
干
他

　
煮

　
・
の

　
干

素
塩
そ

計
、

』
ノ

加
工
品

水
　
産

３５８８２２
１
９計合

工加な純単てめ極、
な行でどな先庭てし用使を料

材
　
　
。

原
　
　
る

榊
廿鵬

葛

家
　
伽
０
年

自
　
の
榔

て
　
そ
昭

し
　
業
ま

と
。
漁
如

粧
篇
年

燃
滋

晶
の
ナ
部

驚
削

２

串東〔

可
ｕ
－
ｏ
ｏ

二
七
二
（
九
〇
六
）

『
東
串
良
町
振
興
計
画
』
（
基
本
構
想
）

昭
和
四
十
六
年
三
月
、
東
串
良
町

　
〔
工
業
開
発
に
よ
る
海
面
埋
立
計
画
が
県
に
よ
っ
て
策
定
さ
れ
る
な

か
で
、
こ
の
東
串
良
町
が
漁
業
を
ど
の
よ
う
に
振
興
し
て
い
こ
う
と
し

て
い
る
か
と
い
う
点
で
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
。
〕

　
「
水
産
漁
業
発
展
の
方
向

　
本
町
の
漁
業
は
、
小
型
機
船
底
曳
網
、
小
型
ま
き
網
、
四
そ
う
張
網
、

機
船
船
曳
網
等
志
布
志
湾
一
帯
を
漁
場
と
す
る
沿
岸
漁
業
と
、
こ
こ

二
、
三
年
急
速
に
伸
び
て
来
た
養
ま
ん
を
主
体
と
し
た
内
水
面
漁
業
で

あ
る
。

　
沿
岸
漁
業
は
、
農
業
に
お
け
る
と
同
じ
よ
う
に
若
年
労
働
力
の
他
産

業
へ
の
流
出
に
よ
り
、
就
業
構
造
は
四
〇
歳
以
上
が
六
九
パ
ー
セ
ソ
ト

と
い
う
極
端
な
老
令
化
傾
向
に
あ
る
。

　
漁
獲
高
に
っ
い
て
は
、
業
態
に
よ
り
差
異
は
あ
る
げ
れ
ど
も
、
停
滞

も
し
く
は
減
少
の
傾
向
に
あ
り
、
漁
家
経
済
は
、
物
価
上
昇
に
と
も
な

う
魚
価
の
値
上
り
に
さ
さ
え
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
態
の
中
に
お
げ
る
本
町
水
産
業
発
展
の
方
向
は
、
漁

業
生
産
基
盤
の
整
備
と
漁
業
構
造
、
流
通
の
改
善
を
は
か
る
こ
と
で
た



げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

一
、
漁
業
生
産
基
盤
の
整
備

　
　
波
見
港
の
開
発
を
は
じ
め
必
要
な
漁
業
生
産
基
盤
の
整
備
を
は
か

　
る
。
特
に
。
波
見
港
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
二
十
数
年
来
波
見
港
開
発
期

　
成
同
盟
会
を
中
心
に
運
動
を
展
開
し
て
来
た
こ
と
で
あ
る
が
、
今
後

　
関
係
諸
機
関
に
対
し
強
力
に
働
き
か
け
、
整
備
を
促
進
す
る
。

二
、
漁
業
構
造
の
改
善

　
　
本
町
漁
業
の
水
揚
は
、
時
期
的
に
－
変
動
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
例

　
年
六
月
～
八
月
お
よ
び
一
月
～
二
月
の
期
問
は
操
業
率
が
低
く
、
生

　
産
量
も
極
端
に
少
な
い
の
で
、
今
後
新
し
い
漁
具
、
漁
法
を
導
入
し
、

　
漁
獲
の
増
大
と
経
営
の
安
定
を
は
か
る
た
め
の
漁
業
構
造
の
改
善
を

　
す
す
め
る
。

　
　
更
に
，
、
今
後
の
国
民
生
活
様
式
の
変
化
へ
の
対
応
と
老
齢
化
対
策

　
の
一
端
と
し
て
魚
族
の
繁
植
保
護
を
は
か
り
観
光
漁
業
を
開
発
す
る
。

　
ま
た
、
志
布
志
湾
臨
海
工
業
の
開
発
に
よ
っ
て
は
、
漁
業
構
造
が
大

　
き
く
変
わ
る
も
の
と
予
測
さ
れ
る
の
で
、
沿
岸
か
ら
沖
合
へ
の
漁
業

　
転
換
を
漁
業
生
産
組
織
の
整
備
と
並
行
し
て
す
す
め
る
。

三
、
流
通
の
改
善

　
　
国
民
食
生
活
の
高
度
化
に
と
も
な
う
消
費
の
動
向
は
、
高
級
魚
に

　
　
　
　
志
布
志
湾
漁
業
経
済
分
析
資
料
（
そ
の
一
）
（
杉
野
）

対
す
る
需
要
が
強
ま
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
需
要
の
変
化
に

対
応
し
た
流
通
の
改
善
が
は
か
ら
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

　
　
ま
た
、
現
在
小
型
機
船
底
曳
網
漁
業
で
漁
獲
さ
れ
る
も
の
の
中
の

雑
魚
に
っ
い
て
は
、
極
端
に
安
い
価
格
の
取
引
き
が
さ
れ
、
あ
る
い

　
は
換
金
さ
れ
て
い
な
い
状
態
に
あ
る
し
、
他
の
魚
介
類
に
つ
い
て
も

時
期
別
に
あ
る
い
は
漁
、
不
漁
に
よ
っ
て
魚
価
の
変
動
が
は
げ
し
い

　
の
で
、
施
設
の
整
備
等
流
通
の
改
善
を
す
す
め
、
漁
家
経
済
の
安
定

　
向
上
に
つ
と
め
る
。

四
、
栽
培
漁
業
の
推
進

　
　
養
ま
ん
を
は
じ
め
と
す
る
栽
培
漁
業
が
盛
ん
に
な
り
っ
っ
あ
る
が
、

　
今
後
技
術
改
善
を
は
か
り
な
が
ら
、
沿
岸
漁
業
対
策
の
一
端
と
し
て
、

　
ま
た
、
農
業
の
転
換
対
策
と
し
て
推
進
す
る
。
」

　
　
　
〔
『
東
串
良
町
振
興
計
画
』
、
同
前
、
二
五
～
二
六
べ
－
シ
。
〕

皿
止
－
４

『
過
疎
地
城
振
輿
計
画
』

昭
和
五
十
年
、
東
串
良
町

　
〔
原
資
料
に
は
昭
和
五
十
年
と
い
う
刊
行
年
は
付
さ
れ
て
い
な
い
が
、

同
町
企
画
室
で
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
過
疎
対
策
の
一
環

と
し
て
の
漁
業
振
興
が
ど
う
い
う
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
三
（
九
〇
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
策
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

点
に
興
味
の
あ
る
資
料
で
あ
る
。
〕

　
「
水
　
産
　
業

　
水
産
業
は
小
型
底
び
き
、
小
型
ま
き
網
、
機
船
船
曳
き
網
等
が
主
で

漁
協
の
水
揚
高
は
昭
和
四
十
八
年
に
は
七
八
一
、
○
○
○
キ
ロ
グ
ラ
ム

の
一
億
三
、
八
○
○
万
円
で
昭
和
四
十
五
年
に
比
較
し
て
水
揚
量
は
一

三
パ
ー
セ
ソ
ト
の
減
と
た
っ
て
い
る
が
逆
に
水
揚
額
は
四
三
バ
ー
セ
ソ

ト
の
増
と
な
っ
て
お
り
、
魚
価
の
値
上
が
り
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

　
根
拠
地
で
あ
る
波
見
港
は
河
口
港
で
あ
る
た
め
に
漁
船
の
出
入
り
が

不
自
由
で
本
町
漁
業
の
出
漁
、
稼
動
目
数
の
少
な
い
原
因
と
な
っ
て
お

り
、
港
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
沿
岸
に
多
く
の
漁
業
が
集
中

し
て
い
る
た
め
に
資
源
の
枯
渇
を
ま
ね
き
、
水
揚
減
少
の
傾
向
に
あ
る
。

又
、
老
齢
化
も
す
す
ん
で
い
る
の
で
漁
法
の
抜
本
的
改
善
対
策
や
後
継

者
の
確
保
等
の
間
題
点
が
多
い
。

　
内
水
面
養
殖
漁
業
は
立
地
条
件
を
生
か
し
た
、
う
な
ぎ
の
養
殖
が
盛

ん
に
な
り
規
模
も
拡
大
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　
　
　
〔
『
過
疎
地
域
振
興
計
画
』
、
同
前
、
二
一
べ
ー
ジ
。
こ
こ
で
は
水
産
業
の

　
現
況
と
問
題
点
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
〕

　
「
水
　
産
　
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
四
（
九
〇
八
）

　
漁
港
の
整
備
を
は
か
り
、
第
二
次
構
造
改
善
事
業
等
に
よ
り
、
冷
凍

施
設
を
設
置
し
、
輸
送
販
売
に
よ
り
魚
価
の
安
定
に
つ
と
め
る
。
更
に

将
来
沖
合
漁
業
の
促
進
、
船
舶
の
大
型
化
に
よ
る
省
力
化
を
は
か
る
。
」

　
　
　
〔
『
過
疎
地
域
振
興
計
画
』
、
同
前
、
二
ニ
ベ
ー
ジ
。
こ
こ
で
は
「
そ
の
対

　
策
」
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
省
力
化
と
過
疎
対
策
（
人
口
流
出
対

　
策
）
と
の
関
連
は
徴
妙
。
〕

　
　
皿
－
５
　
『
昭
和
五
十
年
度
事
業
報
告
書
』

　
　
　
　
　
　
東
串
良
漁
業
協
同
組
合

　
〔
本
『
事
業
報
告
書
』
も
『
昭
和
五
十
一
年
度
事
業
計
画
書
』
と
併

冊
に
な
っ
て
い
る
。
漁
業
に
直
接
か
か
わ
り
、
か
つ
最
新
の
数
字
が
記

入
さ
れ
て
い
る
資
料
の
み
収
録
し
た
。
〕

　
「
一
般
概
況

　
昭
和
四
十
八
年
度
に
惹
起
し
た
石
油
バ
ニ
ッ
ク
に
呼
応
す
る
か
の
如

く
年
々
水
揚
高
は
減
少
の
一
途
を
辿
っ
て
お
り
、
生
産
に
伴
う
諸
経
費

の
高
騰
に
よ
り
漁
家
経
済
は
恰
も
両
刃
の
刀
に
直
面
し
て
お
る
が
如
き

現
況
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
な
現
況
を
、
一
目
も
早
く
脱
皮
し
安
定
し
た
組
合
員
の
経

済
的
、
杜
会
的
向
上
を
図
る
た
め
の
施
策
を
講
じ
そ
れ
に
よ
っ
て
な
さ

れ
る
漁
協
経
営
基
盤
の
確
立
の
た
め
に
努
力
し
て
参
り
ま
し
た
。
漁
船



漁
業
の
不
振
と
は
対
照
的
に
、
自
営
定
置
網
の
漁
獲
高
は
年
々
上
昇
し

て
お
り
、
本
年
度
目
標
額
を
逢
か
に
突
破
す
る
好
成
績
を
お
さ
め
た
が

更
に
新
年
度
に
お
い
て
は
漁
獲
増
を
図
る
た
め
替
網
一
統
（
八
○
○
万

円
）
購
入
の
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
」
　
　
　
　
（
以
下
省
略
）

　
　
　
〔
『
昭
和
五
十
年
度
事
業
報
告
書
』
、
同
前
、
一
〇
べ
ー
ジ
。
〕

員合組
度
在

戸
ｏ
　
　
　
　
　
８
　
　
４
Ｑ
Ｕ
　
　
　
　
　
　
　
　
４
９
ム
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加

１

１
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ｏ
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０
　
　
（
ｏ
１
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
上
り
ム
　
　
　
　
　
　
　
２

３
８

１

１

Ｏ

１

年
現

６
８

２
０

３

前
末

１

１

）

動

民
民
人
人
人

漁
漁
沸
破
蝸

計

異

貝
驚

計

ｕ
男

地
地
漁
加
加

格

（

合

資

正
組
合
員

准

組

合

員

〕
○ジ一ぺ

８前同』書告報業事度年
５
０和昭町

志
布
志
湾
漁
業
経
済
分
析
資
料
（
そ
の
一
）
　
（
杉
野
）

　
「
事
業
の
概
況

　
昭
和
四
十
七
年
度
を
境
い
と
し
て
全
般
的
に
漁
獲
の
不
振
が
叫
ぼ
れ

て
い
る
折
自
営
定
置
網
漁
業
は
予
想
以
上
の
好
成
績
を
収
め
る
事
が
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

き
た
。
昭
和
五
十
年
度
目
標
額
一
、
○
○
○
万
円
に
対
し
、
一
・
七
％

増
即
ち
一
七
、
〇
七
一
、
六
五
六
円
で
昭
和
四
十
九
年
度
に
比
べ
約
五
、

六
七
六
千
円
の
漁
獲
増
で
あ
っ
た
。
自
営
定
置
の
漁
獲
増
を
図
る
目
的

で
、
毎
年
沈
船
魚
礁
を
実
施
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
昭
和
五
十

一
年
三
月
末
に
は
県
単
事
業
に
よ
る
並
型
魚
礁
（
工
費
三
三
〇
万
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

を
六
〇
六
号
共
同
漁
業
権
内
即
ち
定
置
網
週
辺
に
設
置
し
組
合
員
の
一

本
釣
漁
業
に
よ
る
水
揚
増
と
定
置
網
の
漁
獲
増
と
を
考
慮
し
て
一
石
二

鳥
の
計
画
と
し
て
実
施
し
た
の
で
、
更
に
五
十
一
年
度
に
お
け
る
定
置

綱
の
水
揚
増
は
大
い
に
期
待
さ
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
」

　
　
　
〔
『
昭
和
五
十
年
度
事
業
報
告
書
」
、
同
前
、
一
七
べ
ー
ジ
。
こ
こ
で
は
、

　
事
業
活
動
の
一
環
と
し
て
の
「
自
営
事
業
」
に
つ
い
て
の
報
告
が
た
さ
れ
て

　
い
る
。
文
章
中
、
マ
マ
と
ル
ビ
で
示
し
た
点
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
七
〇
％
」
と

　
　
「
周
辺
」
の
誤
記
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
最
近
の
漁
業
状
況
の
推
移
を
知
る

　
二
つ
の
表
が
あ
る
。
〕

二
七
五
（
九
〇
九
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

）
円
　
度

　
　
年

９
，
　
５
０

小
　
和

位
　
昭

単（績実の額金び及量数揚水の年ケ５去過

度年
４
９和昭度年

４
８和昭度年

４
７和昭度年

４
６和昭

晦
３７２８４１

晦
３５７６９

蛇
５６５９２

蛇
４９８７１

蛇
Ｏ０３６１量数

６５６１７０７１０９９５９３１１

円

９５５３４１５２７５３４６３０１３１４０５額金

高獲漁ｕ男種漁度年
５
０和昭

）
円

（
ｏ
２
８
（
Ｚ
９
“
０
）

円
６

（

高

０
５
り
山
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，

，

５
６
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額
８
５
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ｕ
３
２
７

７
１
７
１
０
リ
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，
　
　
　
　
，

１
７
０

金
１
１
一
１
■
一
７
１

獲
１
）
ｇ

Ｉ
ｇ
ｋ

ｋ
（

９
３
８
７
７
４

３
７

漁

９
＾
（
０
（
０

量

，

，

，

２
，

１
・
一
９
＾
Ｅ
０
　
１

８
４

数

１

１

１

ｕ
男

い
し
他

計

種

ご
の

漁

た
さ
そ

合

）
円

（
８
１
↓
ｏ
ｏ
ｏ
◎
４
４
４
７

高

ｏ
）
２
０
一
ｂ

額

，

，

，

，

一
ｂ
（
ｏ
ｏ
ｏ
７
１
↓
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
４

一
Ｌ
Ｕ
ｏ
Ｏ
Ｅ
り
１
↓

金

獲
１
）
ｇ

ｋ
（

ｏ
）
８
ｏ
リ
７
〇
一
４
ｏ
リ
り
＾

漁

ｏ
）
９
Ｕ
ｏ
）
３

量

，

，

，

，

数

ｕ
男

じ
ぱ
ろ
か

種漁

あ
さ
む
い

〕
○ジーぺ

１
７，

前同山書告報業事度年
５
０和昭ｒもれずいは表のつ二

、
り

れこ〔

可
ｕ
１
’
ｏ

二
七
六
（
九
一
〇
）

東
串
良
に
お
け
る
漁
業
の
現
況

昭
和
五
十
一
年
十
一
月
一
日

東
串
良
漁
協
に
お
け
る
キ
キ
ト
リ
調
査
結
果

　
「
漁
業
協
同
組
合
は
三
百
十
名
を
越
え
て
い
る
。
水
産
協
同
組
合
法

に
よ
る
正
組
合
員
（
漁
業
に
従
事
し
て
い
る
目
数
が
年
間
九
十
日
以
上
）
が

約
二
百
四
十
人
、
準
組
合
員
が
七
十
人
程
度
で
あ
る
。
こ
の
準
組
合
員

は
船
を
も
っ
て
い
ず
、
雇
わ
れ
て
い
る
。
出
資
金
は
一
口
三
千
円
で
、

一
組
合
員
は
九
口
計
二
万
七
千
円
の
出
資
を
し
て
い
る
が
、
生
活
が
苦

し
く
な
る
と
減
資
を
す
る
の
で
、
女
房
に
組
合
員
に
な
っ
て
も
ら
っ
た

場
合
が
あ
る
。
　
〔
キ
キ
ト
リ
が
不
手
際
な
た
め
内
容
や
や
不
明
〕

　
捲
網
は
二
統
あ
り
、
母
船
は
九
ト
ソ
と
十
四
ト
ソ
で
あ
る
。
大
き
い

船
は
志
布
志
湾
外
で
、
ま
た
小
さ
い
方
の
船
は
湾
内
で
操
業
す
る
。
母

船
（
網
船
）
一
隻
に
つ
い
て
、
火
船
が
二
隻
、
運
搬
船
が
一
隻
、
あ
わ

せ
て
四
隻
か
ら
一
統
が
で
き
あ
が
っ
て
い
る
。
従
業
者
は
網
船
に
十
人
、

運
搬
船
二
人
、
火
船
二
人
（
二
隻
で
四
人
）
あ
わ
せ
て
十
四
人
と
な
る
。

　
バ
ッ
チ
網
。
バ
ッ
チ
と
い
う
の
は
徳
島
地
方
の
方
言
で
あ
り
、
昭
和

四
年
、
大
和
元
直
氏
が
こ
の
地
に
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
る
。
動
力
船

に
た
っ
て
も
依
然
と
し
て
そ
の
名
が
つ
づ
い
て
い
る
が
、
正
式
に
は
機



船
船
曳
網
と
い
う
の
で
あ
り
、
チ
リ
メ
ソ
ジ
ャ
コ
を
と
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
東
串
良
の
年
問
水
揚
の
半
分
に
達
し
、
現
在
九
統
が
従
業
し
て
い

る
。
船
は
五
ト
ソ
未
満
で
県
の
許
可
を
必
要
と
す
る
。
岸
よ
り
四
、
○

○
○
メ
ー
ト
ル
以
内
の
湾
内
で
操
業
す
る
。

　
小
型
機
船
底
曳
網
。
こ
れ
は
三
ト
ソ
半
前
後
の
動
力
船
を
っ
か
っ
て

沖
合
四
、
○
○
○
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
湾
内
で
操
業
す
る
。
県
か
ら
の
許

可
は
多
く
貰
っ
て
い
る
が
、
現
在
は
十
統
に
満
た
な
い
。
一
統
は
二
隻

か
ら
た
る
が
、
そ
れ
以
外
に
運
搬
船
が
必
要
で
あ
る
。
一
統
で
八
～
十

人
の
従
業
員
が
必
要
で
あ
る
が
、
一
隻
を
一
人
で
や
る
こ
と
も
で
き
、

父
子
な
ら
二
人
で
一
統
操
業
と
い
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　
し
ら
す
漁
。
し
ら
す
と
は
、
鰻
の
稚
魚
で
あ
り
、
体
長
四
セ
ソ
チ
程

度
の
も
の
で
あ
る
。
湾
内
か
ら
河
口
〔
肝
属
川
の
河
口
〕
へ
逆
の
ぼ
っ

て
く
る
し
ら
す
を
捕
え
る
の
で
あ
る
が
、
収
獲
量
は
年
々
異
な
る
。
こ

の
し
ら
す
漁
は
昭
和
二
十
七
年
頃
か
ら
は
じ
ま
っ
て
今
や
こ
の
地
の
特

色
あ
る
漁
業
と
な
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
し
ら
す
漁
に
－
つ
い
て
云
え
ぼ
、
普
通
に
は
内
水
面

漁
業
組
合
が
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
東
串
良
町
採
捕

組
合
」
を
っ
く
っ
て
い
る
。
捕
れ
た
し
ら
す
は
、
白
分
が
好
き
な
人
へ

と
勝
手
に
売
ら
れ
て
い
る
が
、
本
筋
か
ら
云
え
ば
仲
買
人
を
っ
う
じ
て

　
　
　
　
志
布
志
湾
漁
業
経
済
分
析
資
料
（
そ
の
一
）
（
杉
野
）

市
場
へ
出
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
八
田
網
。
こ
の
漁
業
は
沖
合
四
、
○
○
○
メ
ー
ト
ル
ま
で
以
外
な
ら

ど
こ
で
も
操
業
で
き
る
。
昭
和
三
十
八
年
、
斜
陽
だ
か
ら
や
め
ろ
と
県

か
ら
云
わ
れ
た
。
当
時
、
八
田
網
は
五
統
あ
っ
た
。
ま
た
そ
れ
な
り
に

漁
も
あ
っ
た
。
現
在
は
一
統
し
か
残
っ
て
い
な
い
が
、
今
年
も
相
当
の

漁
を
し
た
。

　
固
定
式
刺
網
（
ヵ
マ
ス
刺
網
）
。
　
一
昨
年
、
昨
年
は
漁
が
た
か
っ
た
。

今
年
は
豊
漁
で
あ
る
。
漁
獲
は
そ
の
日
に
な
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な

い
。

　
長
網
。
今
年
は
メ
チ
カ
（
宮
崎
の
方
言
で
、
ソ
ゥ
ダ
ヵ
ツ
ォ
の
こ
と
）
が

今
年
は
よ
く
か
か
っ
て
い
る
。

　
〔
そ
の
他
、
断
片
的
な
事
実
に
つ
い
て
〕

　
出
漁
目
は
、
根
気
よ
く
出
て
二
〇
〇
目
、
平
均
一
五
〇
～
一
六
〇
目

で
あ
る
。

　
大
き
な
問
題
と
し
て
漁
業
権
の
問
題
が
あ
る
。
か
つ
て
大
崎
町
は
漁

業
権
を
東
串
良
へ
も
っ
て
き
た
。
こ
れ
は
大
崎
町
の
漁
業
が
貧
弱
で
あ

っ
た
た
め
で
あ
り
、
結
果
的
に
は
東
串
良
と
入
会
が
で
き
あ
が
る
こ
と

に
た
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
志
布
志
湾
開
発
と
か
ら
ん
で
、
大
崎
町
は
漁

業
権
を
売
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
も
し
、
そ
う
な
る
と
東
串
良
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
七
（
九
一
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
八
（
九
二
一
）

漁
業
者
は
困
る
こ
と
に
た
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿
１
１
　
『
く
し
ま
』
（
昭
和
四
十
九
年
度
版
、
市
勢
要
覧
）

　
現
在
東
串
良
漁
協
に
お
げ
る
役
員
数
は
十
一
人
で
あ
る
が
、
志
布
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
串
問
市
役
所

埋
立
は
賛
成
は
理
事
四
人
、
監
事
二
人
の
計
六
人
、
反
対
は
理
事
五
人

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
串
問
市
は
志
布
志
湾
口
北
辺
に
位
置
す
る
地
方
都
市
で
あ
り
、
沖

で
あ
る
。
」

一
理
事
会
と
し
て
は
反
対
が
多
く
・
東
串
良
漁
協
と
し
て
蜻
立
開
合
、
遠
洋
漁
業
も
盛
ん
で
あ
る
。
沿
岸
漁
業
か
ら
沖
合
漁
業
一
の
転
換

発
反
対
の
立
場
を
と
一
て
い
る
ぺ
お
・
こ
の
キ
キ
ト
リ
調
査
に
た
い
が
志
布
志
湾
内
漁
業
の
発
展
方
向
と
し
て
い
わ
れ
て
い
る
と
き
、
串
問

す
る
解
答
は
一
組
合
員
と
し
て
の
立
場
か
ら
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
３
市
の
沖
合
漁
業
の
現
状
を
知
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
だ
が
本
市
勢
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覧
の
四
っ
の
表
で
は
そ
の
問
題
を
え
ぐ
り
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
義
淋
繭
瀞
曽
兼
鱗
陣
．
養
麟
酎
（
替
剖
諺
・
替
剖
洪
齢
ヰ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
栂
再
二
・
斗
田
）

図

ヰ

義
鱗
鮪

義
麟
酎

講
灘

汁
睦

諦
岡
議

毒
二
　
。
。
・

÷
健

誹
廟
謹

Ｏ
◎
Ｏ

葦
違
一
鼻
§
丁
妻
割

屏
側
蚕

露
鱒
議

互
ま

÷
睦

丑
蛾
議

Ｈ
』
ｏ
。
べ

・
・
ド
婁
Ｔ
ｐ
§
一
量
§

｛
◎
註

◎
　
謹

肖
霜
轟

…
。
・
・
一

肖
蔚
繭

÷
憎

濡
議

婁
二

９
ｏ
震

｛
ｅ
註

◎
儲
講

ヰ
司
メ

〈
～
阻
謹

×
斗
壮

土
　
講

主

丁
・
主

小
◎
註
◎

Ｈ
封
啓

○
い

○
。
９
０
０
睾

小
ｅ
吉

◎
群
囲

ｏ

メ
Ｈ
Ｈ
◎
。

畔
一
錯
雷
爵
曽
お
舟
－
泣
Ｈ
〕
～
画
芭
Ｎ
法
昌

冴
共
副
｝
蚕
ｗ
榊
＾
脚
皿
＾
叫
薄
薄
洋
萬

城
華
…
融
茸
呉
蹄
灘

　
（
柾
高
一
胴
）

●

　
　
　
　
　
　
　
叢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
　
　
　
　
　
灘
鱗
薄
薄
（
片
か
か
ｅ
　
　
　
　
　
瓜
旺
薄
爵
戸
片
び
か
◎

蓑
、
一
、
べ
、
一
、
。
；
。
。
・
；
・
一
－
丁
・
・
：
…
二
・
・
一
三
　
　
；
・
丁
…
一
主
ド
§

畔
一
溢
国
調
曽
お
舟
ト
出
Ｈ
口
～
お
舟
。
。
ま
Ｈ
ｍ

〔
〔
ざ
岬
い
ｏ
ｅ
鮒
再
つ
叫
さ
ぴ
『
〈
「
糾
』
一
画
罫
一

。
。
－
ゑ
Ｉ
ｖ
。
〕

鴎
華
一
融
茸
宍
蹄
灘



載
目
義
辮
ｅ
洋
請

（
柾
高
一
鵬
二
・
斗
ヨ
）

養
画

蝉

轡
　
　
　
　
　
　
ｄ
　
　
　
　
　
　
諺

舟
　
　
涛

義
醸
灘
酋
昨
迦
蝉

轡
ｄ
諺

煮
轡
ｄ
諺

養
麟
庫

蒙
騰
諏

嚢
一
崇
丁
－
÷
－
三
乏
・
一
麦
・
丁
・
－
・
・

、
。
一
一
一
一

Ｈ
○
○
け

煮
轡
ｄ
竈

貫
ト

謂
曽
お
舟

Ｎ

亭
○
ｏ

○
ｏ
○
○
ｏ

ｏ
ｏ
ｍ

ト
Ｎ
。
。
ト

○
。
轟
』
ミ

ｏ
ｏ
○
○
ｏ

Ｈ
Ｏ
ｏ
り

○
ｏ
閉

ト
Ｈ

○
ｏ

ｏ
ｏ
閉

轟
曽
た
肯

Ｎ

べ
署

○
ｏ
Ｏ
ｏ
Ｏ
ｏ

仁
べ

卜
８
ｏ

亀
９
虐
ｍ

○
ｏ
Ｏ
ｏ
ｃ
ｏ

Ｈ
ｃ
ｏ
～

寒

○
ｏ
べ

○
ｏ

ト
ベ

謂
曽
畠
舟

Ｎ

寓
○
ｏ

Ｏ
Ｏ
べ
Ｏ

お

ト
ミ
切

鵠
。
。
一
お
仁

ｃ
ｏ
ぎ

Ｈ
り
ｏ
ｏ

Ｈ
Ｈ
ｏ
ｏ

Ｃ
Ｏ
Ｏ

切

岩

竈
曽
装
舟

Ｎ

富
り

○
ｏ
買

お

ト
り
ｓ

艶
。
。
』
お

ｏ
ｏ
邊

Ｈ
ｏ
ｏ
ト

ミ

閉
Ｎ

Ｎ

Ｈ
ｏ

調
曽
ミ
肯

Ｎ

お
ｏ
◎

○
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ

Ｈ
ｏ
ｏ

○
〇
一
〇
◎
割

寓
９
寓
べ

ｃ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ

Ｈ
ｏ
ｏ
ｏ

Ｈ
ｏ
ｏ
Ｏ
ｏ

Ｎ
べ

Ｈ
○

Ｈ
ｃ
ｏ

轟
曽
お
舟

Ｎ

お
ｏ
ｏ

○
ｏ
ミ

Ｎ
Ｎ

◎
〇
一
Ｑ
ｏ
ミ

留
ｏ
。
』
８

○
ｏ
ミ

Ｈ
ｏ
ト
ｏ

Ｈ
Ｈ
ｏ
ｏ

ｍ
ｍ

Ｈ
○

Ｎ
～

静
誓
姦
一

○
ｏ
胃

い
ト
ｍ

碗

＞
口

；
丁
・
婁

主
三

・
。
二

三

二

ｉ

一
一
・
・

望
謹
嚢
星

ｃ
ｏ
ｏ
ｏ
べ

Ｈ
ｓ
　
　
　
　
崖

；
・
Ｔ
・
・
婁

王
三

・
。
二

。
。
二

二

‘

一
一
崖

時
二
轟
・
。
岳
蝿
甫
（
萬
昨
迦
警
£
叫
様
腎
昨
畑
伊
吟
す

〔
『
〈
「
糾
』
一
団
芦
。
。
ｏ
ゑ
－
叱
。
〕

薗
＞
・
剥
誉
曽
共
酷
洋
萬

（
瞭
羊
一
離
茸
＞
蹄
鶏

長
Ｒ
二
・
斗
］
）

諏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＞

諏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註

舟
　
　
涛

齢
衰
詐
一
養
襲
譲
空
雛
熊
窮
窯

養
騨
豪
詐
一
難
素
襲
一
翫
素
索

轟
曽
お
争
調
曽
忘
舟
調
曽
畠
舟
謂
曽
畠
舟
調
曽
ミ
舟
調
曽
畠
舟

碕
昨
蟄

蓋
萎
一
；

貫
主
；
■
蔓

二
毒
二
…
丁
・
婁
丁
・
三
葦
三
套
丁
奏

謹
嚢
王
毫
丁
婁
三
二
一
亡
葦
二

§
丁
芒
…
；
三
婁
一
・
一
妄

農
卜
冨
べ

蓬
丁
蔓

時
基
囲
Ｈ
舟
－
出
～
Ｓ
ま
岳

〔
『
〈
「
粋
』
一
団
罫
し
又
ー
ン
〔
ｅ
蜘
営
岬
串
か
管
昧
ｐ
寮
麟
璽
叫
灘
与
癒
蔓
〔
駄
か
〔
隻
菩
＆
ふ
。
〕

　
　
　
志
布
志
湾
漁
業
経
済
分
析
資
料
（
そ
の
一
）
（
杉
野
）

二
七
九
（
九
二
二
）

鴎
華
一
融
茸
呉
賊
璃



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

　
　
皿
１
２
　
『
串
間
市
総
合
計
画
』

　
　
　
　
　
　
昭
和
四
十
九
年
、
串
間
市

　
〔
本
『
総
合
計
画
』
は
、
基
本
構
想
編
と
基
本
計
画
編
と
か
ら
な
り
、

と
く
に
基
本
計
画
編
で
は
串
問
市
水
産
業
の
現
状
と
問
題
点
を
ふ
ま
え

っ
っ
、
水
産
業
振
興
対
策
が
詳
し
く
展
開
さ
れ
て
い
る
。
や
や
長
い
が

串
間
市
の
漁
業
を
知
る
う
え
で
格
好
の
資
料
で
あ
る
。
〕

　
「
水
　
産
業

　
漁
業
は
農
林
業
と
並
ん
で
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
。
国
民
的
嗜
好

か
ら
魚
介
類
に
対
す
る
依
存
度
は
極
め
て
高
く
、
そ
の
需
要
も
長
期
に

わ
た
っ
て
堅
調
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
供
給
に
あ
た
っ
て
は
高
度
の
生
鮮
性
の
保
持
と
中

高
級
魚
介
類
の
需
要
が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
積
極
的
な
近
代

化
と
合
理
化
に
よ
り
生
産
性
の
向
上
が
は
か
ら
れ
た
げ
れ
ば
た
ら
た
い
。

　
ま
た
、
本
市
漁
業
の
お
か
れ
た
立
地
条
件
を
最
高
度
に
活
用
し
、
新

漁
場
の
開
拓
と
資
源
培
養
型
漁
業
へ
の
方
向
づ
げ
を
確
立
し
、
あ
わ
せ

て
漁
船
の
大
型
化
・
装
備
化
等
の
生
産
基
盤
の
整
備
充
実
と
と
も
に
漁

業
協
同
組
合
の
指
導
体
制
の
強
化
な
ら
び
に
合
理
化
を
は
か
る
。
さ
ら

に
漁
港
の
整
備
と
付
随
す
る
機
能
の
充
実
を
は
か
り
、
漁
業
の
体
質
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
○
（
九
一
四
）

善
と
後
継
者
対
策
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
漁
業
を
と
り
ま
く
外
的
要
因
や
魚
族
資
源
の
環
境
条
件
の
悪
化
に
ょ

る
資
源
衰
退
に
対
す
る
対
策
を
十
分
考
慮
し
な
げ
れ
ば
た
ら
な
い
。
」

　
　
　
〔
『
串
間
市
総
合
計
画
』
、
同
前
、
三
八
べ
ー
ジ
。
基
本
構
想
と
し
て
第
六

　
章
は
産
業
別
基
本
方
向
と
た
っ
て
お
り
、
水
産
業
は
そ
の
第
三
節
で
あ
る
。

　
た
お
誤
字
は
杉
野
が
訂
正
し
た
。
〕

　
「
水
　
産
　
業

一
、
現
状
と
問
題
点

　
　
本
市
の
水
産
業
は
志
布
志
湾
、
目
向
沿
岸
域
と
薩
南
屋
久
島
な
ど

　
の
沿
岸
域
を
漁
場
と
す
る
近
海
曳
な
わ
、
は
え
な
わ
及
び
棒
受
網
、

　
ま
き
網
漁
業
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
経
営
は
小
窺
模
零
細
で

　
し
か
も
海
底
地
彩
の
天
然
性
に
恵
ま
れ
た
い
た
め
底
棲
性
魚
類
の
定

　
着
性
に
乏
し
く
、
ま
た
志
布
志
湾
の
単
調
な
海
況
と
狭
隆
な
漁
場
、

　
乱
獲
な
ど
の
弊
害
に
よ
り
、
こ
こ
数
年
図
四
－
二
の
と
お
り
生
産
量

　
は
横
ほ
い
の
状
態
で
あ
る
。
〔
次
頁
掲
載
〕

　
　
昭
和
四
十
五
年
か
ら
同
四
十
六
年
に
お
け
る
漁
業
形
態
別
、
漁
獲

　
量
を
図
に
示
す
と
、
図
四
－
二
の
通
り
で
、
志
布
志
湾
、
目
向
灘
沿

　
岸
に
お
げ
る
棒
受
、
ま
き
網
漁
業
が
多
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
」

　
　
　
〔
『
串
間
市
総
合
計
画
』
、
同
前
、
一
七
八
べ
ー
ジ
。
本
文
以
下
は
す
ぺ
て

　
　
「
基
本
計
画
」
で
あ
る
第
四
章
産
業
計
画
の
第
三
節
か
ら
の
一
連
の
も
の
。



べ調高獲漁量獲漁ｕ易度年

６
　
　
５

４
　
　
３

１
億

デ
】

一
着

獲漁

最獲漁

一
．

ギ
「

ノ
」

７４６４
一
ｂ

４４４３４２４１４０４

０００６

ＯＯ０４

０
ｔＯ０２

円千

９
，

｝位単

７４６４
４
５４４３４２４１４

４
０度年

２８６８７４３

４８８６４６

８０１２５９４

０４７６２５

６９２５７２４

４３１８８５

０４１６３９４

５４７５２４

５６３８８２４

７７６８５３

０１４０８３４

８８９３９３

４３１１１０２

６６３７３２

０４３６５４３

０７３０５２

量
高

獲
獲

漁
漁

志
布
志
湾
漁
業
経
済
分
析
資
料
（
そ
の
一
）
　
（
杉
野
）

〕

　
そ

　
が

　
喝

　
ｎ

　
し

　
を

　
方

　
し

　
示

　
な

　
統

　
不

　
で

　
度

　
年

　
４
７

　
和

　
昭

　
は

　
フ

　
一
フ

　
ク

　
お

　
な

　
○

　
ジ

　
ペ。

７
８

る
１

よに
前

報
同

年
二
｝

　
』
ナ

計
画
い

統
計
お

産
合
て

水
総
し

県
市
に

崎
間
ま

宮
串
ま

、
『
の

注
〔

　
べ
－
ジ
数
の
み
示
し
て
お
く
。
〕

　
　
ま
た
、
こ
れ
を
魚
種
別
に
み
る
と
図
四
－
三
〔
次
頁
の
円
グ
ラ
フ
〕

　
の
と
お
り
で
沿
岸
に
お
げ
る
「
あ
じ
」
　
「
い
わ
し
」
の
大
衆
多
獲
性

　
魚
種
が
、
昭
和
四
十
六
年
で
約
八
二
％
を
占
め
、
生
食
用
鮮
魚
の
出

　
荷
が
距
離
的
に
も
制
約
を
う
け
、
従
っ
て
加
工
用
と
し
て
の
供
給
に

　
回
る
た
め
、
魚
価
が
安
く
生
産
量
に
対
し
て
生
産
額
が
低
い
。

似
就
業
の
状
況

　
　
漁
船
勢
力
お
よ
び
経
営
体
の
動
向
は
従
来
の
無
動
力
船
に
よ
る
地

　
先
一
本
釣
漁
業
か
ら
五
～
二
〇
ト
ソ
未
満
の
「
い
わ
し
、
あ
じ
・
さ

　
ぼ
」
を
対
象
と
し
た
棒
受
網
、
ま
き
網
漁
業
と
、
二
～
五
ト
ン
の
曳

　
な
わ
漁
業
、
く
る
ま
え
び
を
対
象
と
し
た
小
型
機
船
底
び
き
網
漁
業

等
へ
移
行
発
展
し
て
い
る
が
、
資
本
力
が
零
細
で
あ
る
た
め
装
備
が

　
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
ま
た
表
－
一
九
、
表
四
－
二
〇
〔
次
頁
、
次
々
頁
の
表
〕
に
み
ら
れ
る

　
よ
う
に
小
型
漁
船
漁
業
の
た
め
漁
業
従
事
老
の
他
産
業
へ
の
流
出
は

　
従
事
者
の
不
足
と
た
り
漁
業
兼
業
老
以
外
の
農
山
村
老
齢
者
な
ど
の

　
旦
雇
に
頼
る
傾
向
が
み
ら
れ
、
漁
業
従
事
老
の
低
下
を
生
じ
て
い
る
。

　
漁
家
の
移
動
に
っ
い
て
は
表
四
－
二
一
〔
次
々
頁
の
表
〕
の
と
お
り

　
で
第
一
種
兼
業
が
減
少
、
専
業
が
増
加
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
第
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
一
（
九
一
五
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

二
八
二
（
九
一
六
）

、

％
６
４０わな

・
又

よ

１
－
－

５
％

０
．
頁美

一
－
一

一
÷

．
阯
’

ｖ
パ

ー
、

－
ノ

　
網

　
”

沸
洲

ま

％
１
４１胃綿刺建磯

％
２
７

５
５

量獲漁

口
刀

態形業漁

）％８
（
ｏ他のそ

％
１
５１他のそ８

％
５弩剰きび底船機型小

ノ

％
９
９１りつわな曳

％
９
２３曳船機型ト

！

６
％

４りつの他のそ

　
畑
）

最
１
０
％

獲
ユ
ｏ
ｏ

依
…
２
１

・
、
丸
　
５

　
９
　
（

　
４

　
％

　
３

。
！
７

１
．
止

亀剤女蓼

一
．
又

奉才

　
８
％

網
狐

受
（

捧
　
％

獺
ー
ユ

置
９
％

定
　
９

　
５

　
地
）

量
９
６
％

獲
２
ｏ
ｏ

漁
７
５
ユ

　
４
２
（

％
６
６

２
３昌剤りぐ　

％
あ
５

．
　
６

網
け

き

）％２１（

‘
１
』
、

哲草採貝採

りつわな曳

－
一

りつの他のそ

）％１４（

ま

：
’

勾６４口禾

刀
口

回年
４
５和昭

％
６
５０薮美

、’
し

二
札

　
％

　
７
６

量
０
・

　
こ

獲
た

漁易種魚
、

カ
、

し

％
５
２０頁姿

．
“

－
一・

大

１
Ｈ
Ｈ

、
、
寸

１
、

三
／

　
　
２
％

ま
さ
　
　
４
５

じあ

％篶

し
∴

○むつか
％
％

岬
２
７

１
１

撫
り

ろ
一
、
小ぐま

４
％

２ろぐま

７
％

１おつか

％
３
１１

．
頁柔いた

％
９
２１

、
じ

ｃと

　
晦
）

量
１
０
％

褒
ユ
ｏ
ｏ

漁
５
２
１

　
４
９
（

也
％
ｆ
７

の
　
・

　
９

そ

しわい

０
％

５２しわい

１
％

２
心

Ｕと

４
％

１

，
ｋ

Ｕえ

％
５
２０

．
一
貝

表草
一
狂シ

］
、

ｒ
－
「
ノ

こた
、

カ
、

し

％
７
６０

０
％

４１他のそ

肋
３
６

２
％

９４ま：さじあ

年
４
６和昭年

４
５和昭

　
隻

。
〕
　
位

ジ
　
単

ぺ
７
９１○るれわ思とれも刷印りあで明不みの所ケはに量獲魚

口
力
’種魚

　
　
の

　
　
年

　
　
５

　
　
４

　
　
和

　
　
昭

　
　
，

　
　
お

　
　
、
よ

　
　
ナ

　
　
〔

数峻励層階の船漁

考備
２
０
満

３

５
０
１

３

～

３
一
３

１
０
未

３

、

船１
０
満

１
４

０
３

７
２

～

９
５
一

６

５
未

、
５
満

一
１
０
３

力

～

８
１
１

３
３
１

０
■
０

３
未

８
３

、

３
満～

２
２
１

４
５
１

９
４
１

１
２
一

１
未

２
１

動

－

。
・
満

７
１

４
４

１
３

４

ｔ

２
一
８

１
未

１

船力
５
８

９
１

８
１

２
■
１

動

２

無数

隻

５

３
０
３

０
７

８
’
ｏ
３
１
↓

３

総

３
４
２
／
１
１
　
７

４

分

年

比

３
４

５
４

７

和

４
減

区

昭

増
◎

小
８１，

前同↓画計合総市間串ぴ報年計統産水林農県崎宮
出



％人む剃数者業就業漁ｕ牙齢年

考備上以歳
６
０歳

５
９

～
５
０

淘
、

４
９

～
４
０

硝
３
９

～
３
０

硝
２
９

～
２
０

剰
未歳

２
０数総分区

４０１

０
４
・１

０２１

２

６
一１

↓

９
一

８１

６

４
一

２

０１２

３
８
一２

９
２

４
２
・１

３
３

鮎

１４７

Ｏ０１

員
比

　
成

人
構年

４
３和昭

７
５

４

２
一

１

６０１

７
７
一１

３４１

８

３
・

２

８６１

９

７
．

２

８
０

４
３
．１

２
９

“

１０６

Ｏ０１

員
比

　
成

人
構

４
５

。
〕ジーぺ

８
０ユ，

前同』画計合総市間串ぴ○スサンセ業漁注

移推の家漁

考備
年岨和昭年

３
８和昭

兼種２第

７
４

７ｚ２

兼種－第

４５１

４
７
一４

業専

９
７

９
９
一２

数総
＝
Ｕ

２３

０
０
一０１

兼種２第

６
！

４
８
一１

兼種－

俸
業専数総

４０２

５１６

６
７

１

０
一

２

２３３

０

０
．

０１

ゴ
灘

。
〕ジーぺ

８
ーユ前同』画計合総市間串ぴ

○スサンセ業漁注

況状可許権業漁
，

可許業漁

大

臣

許

可

一

一

一

二

合

計
１
５
１

３
７
！

０
６
１

３
６
１

、

４

６

６

６

可

、
一

計

許

の

’

２

２

２

業

画
権

種

り

漁

業

真
珠

１

１

■

・

’

権

区
漁

第

魚
類

一

１

１

１

業漁

ぶ

り
定
置

３

３

３

３

、
一

計
７
４
１

７
６

４
↑
ｈ
Ｕ

１

１
７
Ｆ
ｏ
１

潜
水
器
利
用

３

３

一
３

網

、
し

さ
き
刺
網

－

－

一

一

刺

べ

建
網

８

８

８

式

デ
」
吾

８
１

定

一

一
海
１

１

固

い
せ
え
び
磯
建
網

深

ふ

か
流
網

一

■
１

１

網

び
流
網

１

と

６
１

‘

一

刺

き
す
・
ま
き
刺
網

９

８
６
１

６
１

と
び
敷
網

４

５

５

５

網

八

田

網

２

４

４

４

敷

棒

受

網
２
５

２
５

８
４

１
４

型
船
網

え

び

曳
５
３

０
５

９
４

３
４

曳

ト
機
底
、

深
海
え
び
曳

７
２

５
１

６
１

８
１

型
網

き
び
な
ご
網

－

■

一

一

き

い
わ
し
巾
着
網

６

６

６

７

小
ま

年

３
４

Ｆ
０
４

６
４

７
４

和昭

」ジ

小
１８１前』画計合総市間串ぴ報年計統産水県崎宮注

種
兼
業
漁
家
の
二
～
三
名
で

操
業
で
き
る
曳
な
わ
、
小
型

機
船
底
び
き
網
漁
業
へ
の
転

拠
に
よ
る
専
業
化
と
考
え
ら

れ
る
。
」
〔
一
八
○
べ
ー
ジ
〕

「
ゆ
　
生
産
形
態
の
推
移

　
本
市
の
漁
業
は
鹿
児
島
県

と
の
志
布
志
湾
相
互
入
会
協

定
、
宮
崎
県
海
区
漁
業
調
整

規
則
等
に
よ
り
種
々
の
制
限

が
加
え
ら
れ
て
漁
業
資
源
、

漁
業
秩
序
が
維
持
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
沿
岸
資
源
は
年

々
減
少
の
傾
向
に
あ
り
、
こ

れ
を
補
う
た
め
漁
場
造
成
や

稚
く
る
ま
え
び
放
流
を
行
な

っ
て
い
る
が
、
表
四
－
二
二

〔
本
頁
、
上
の
表
〕
漁
業
許
可

状
況
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

志
布
志
湾
漁
業
経
済
分
析
資
料
（
そ
の
一
）
　
（
杉
野
）

二
八
三
（
九
一
七
）



）４（ 　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

日
向
灘
、
志
布
志
湾
を
主
漁
場
と
す
る
操
業
が
全
体
の
九
〇
劣
を
占

め
て
お
り
生
産
は
頭
打
ち
の
状
態
で
あ
る
。

　
今
後
沖
合
い
お
よ
び
近
海
漁
業
へ
の
進
出
、
浅
海
養
殖
漁
業
の
促

進
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
仕
向
げ
状
況

　
本
市
水
産
物
の
仕
向
げ
状
況
は
概
ね
図
四
－
四
〔
左
側
の
図
〕
の
と

お
り
で
六
大
都
市
、
北
九
州
方
面
へ
の
仕
向
け
が
全
体
の
五
一
劣
を

占
め
て
い
る
。
そ
勿
輸
送
は
ほ
と
ん
ど
ト
ラ
ッ
ク
に
依
存
し
て
い
る
。

今
後
道
路
交
通
網
の
整
備
、
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
の
発
達
に
よ
り
、
こ
の

傾
向
」
〔
一
八
一
べ
ー
ジ
〕
「
は
さ
ら
に
増
大
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で

況状向仕の獲漁市間串

）％６弘（向仕内市

）％４５○費消内市

費
消
）

般
％一

■

内
１
７

市
（

市
都
）

大
％

六
５

　
２
９

工
刎

口
７榊

叱
　
向
－

市
（
　
　
仕
％

　
　
　
　
内
　
　
一
６

　
　
　
　
　
１
３

　
ン

　
ト
％

　
７
０

　
１
０
　
　
　
　
％

　
３
１
　
　
　
　
　
３

４
　
　
他
１
６

　
　
　
　
の
（

　
　
“
、
そ

　
　
刑
％

　
　
北
い

　
　
　
（

、
　
　
　
　
０

し
　
　
　
る

な
　
　
よ

ら
　
　
　
こ

　
　
○
　
　
サ

通
い
査
ー

を
な
調

場
れ
通

市
ま
流

冗
含
産

卸
は
水
　
。
〕

内
類
県
ジ

県
介
年
一

は
魚
４
５
べ

図
鮮
和
８
２

本
生
昭
口

※

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
四
（
九
一
八
）

　
消
費
の
多
様
化
、
大
量
化
に
対
応
し
て
鮮
度
の
保
持
、
輸
送
の
確
保

　
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

向
内
水
面
漁
業

　
　
本
市
河
川
漁
業
は
、
以
前
は
福
島
川
水
系
及
び
本
城
川
を
主
と
し

　
て
鮎
、
鯉
、
う
な
ぎ
な
ど
豊
富
で
市
民
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ヨ
ソ
に
も

　
大
い
に
利
用
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
こ
数
年
、
年
間
を
通
し
て
の
砂
利

　
採
取
に
よ
る
水
質
汚
濁
、
農
薬
た
ど
の
公
害
に
よ
り
ほ
と
ん
ど
全
滅

　
の
現
状
で
あ
る
。
今
後
河
川
漁
業
の
振
興
の
た
め
に
は
、
水
質
汚
濁

　
な
ど
の
公
害
を
住
民
の
強
い
要
求
を
背
け
い
に
取
締
を
強
化
し
、
清

　
流
を
取
り
戻
し
甫
稚
魚
の
放
流
を
行
な
う
必
要
が
あ
る
。

　
　
ま
た
、
稲
作
転
換
に
よ
り
水
田
利
用
の
養
魚
施
設
の
普
及
を
図
り

　
内
水
面
漁
業
の
振
興
と
市
民
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ヨ
ソ
、
憩
い
の
場
の
造

　
成
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

二
、
水
産
振
興
対
策
・

○
リ
　
漁
業
生
産
の
増
大
と
生
産
基
盤
の
拡
大

　
　
限
ら
れ
た
漁
場
で
多
数
漁
船
の
操
業
に
よ
る
魚
族
資
源
の
衰
退
、

　
大
消
費
地
と
の
遠
隔
性
、
経
営
基
盤
や
操
業
の
不
安
定
な
ど
不
利
た

　
条
件
が
あ
る
が
、
今
後
こ
れ
ら
の
改
善
対
策
と
漁
業
基
盤
の
整
備
を

　
図
り
、
規
模
拡
大
と
経
営
の
近
代
化
を
推
進
し
、
略
奪
漁
法
か
ら
海



耕
型
へ
と
脱
皮
を
は
か
る
な
ど
漁
業
生
産
の
増
大
を
促
進
す
る
。

ア
、
沿
岸
漁
船
漁
業
」
〔
一
八
ニ
ペ
ー
ジ
〕

　
「
沿
岸
漁
場
は
か
な
り
過
密
化
し
て
お
り
資
源
の
衰
退
が
み
ら
れ

る
が
、
今
後
漁
船
の
大
型
化
や
機
械
装
備
の
充
実
を
は
か
り
、
沖
合

深
海
海
域
漁
場
の
開
発
を
す
す
め
た
け
れ
ぼ
た
ら
な
い
。
ま
た
、
従

来
も
っ
と
も
利
用
さ
れ
て
い
る
地
先
浅
海
漁
場
に
っ
い
て
は
、
築
磯

事
業
、
大
型
魚
礁
な
ど
大
規
模
な
漁
場
改
良
造
成
事
業
を
積
極
的
に

推
進
し
、
回
遊
魚
族
の
滞
溜
を
促
す
ほ
か
、
海
藻
類
の
増
殖
、
稚
魚

の
放
流
を
行
な
い
資
源
の
培
養
と
漁
場
生
産
力
を
高
め
る
よ
う
に
つ

と
め
る
。
最
近
の
漁
業
資
材
機
械
、
漁
具
、
漁
法
た
ど
技
術
革
新
は

目
覚
ま
し
く
、
未
利
用
資
源
漁
場
開
発
、
漁
法
の
創
出
に
は
技
術
改

良
普
及
指
導
の
充
実
を
図
ら
な
げ
れ
ぼ
た
ら
な
い
。

イ
、
沿
岸
増
養
殖
漁
業

　
本
市
沿
岸
は
地
彬
的
に
増
養
殖
漁
業
の
適
地
に
恵
ま
れ
て
い
な
い

た
め
、
現
在
ま
で
養
殖
事
業
は
み
る
べ
き
も
の
は
な
い
。
し
か
し
最

近
長
期
使
用
に
耐
え
る
資
材
施
設
の
開
発
に
、
よ
り
、
海
中
牧
場
の
方

法
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
本
市
に
お
い
て
も
、
び
ん
だ

れ
島
を
結
ぶ
消
波
堤
の
設
置
に
よ
り
蓄
養
殖
漁
場
開
発
が
非
常
に
有

望
と
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
積
極
的
に
推
進
し
、
一
二
万

　
　
　
志
布
志
湾
漁
業
経
済
分
析
資
料
（
そ
の
一
）
　
（
杉
野
）

平
方
米
の
漁
場
を
造
成
「
ハ
マ
チ
」
　
「
タ
イ
」
　
「
シ
マ
ア
ジ
」
お
よ

び
延
な
わ
生
餌
と
し
て
の
「
ア
ジ
」
の
蓄
養
殖
を
図
り
生
産
性
を
高

め
る
。
消
波
堤
に
は
「
ア
ワ
ビ
」
　
「
イ
セ
ェ
ピ
」
な
ど
根
付
漁
業
の

増
進
を
図
り
、
ま
た
、
本
城
港
を
利
用
し
た
カ
キ
の
導
入
研
究
を
進

め
る
。

ウ
、
沿
岸
・
沖
合
漁
業

　
当
地
区
は
薩
南
海
地
域
の
好
漁
場
に
近
く
立
地
的
に
恵
ま
れ
て
い

る
が
、
三
～
五
ト
ソ
の
小
型
漁
船
に
よ
る
沿
海
の
曳
な
わ
漁
業
が
行

な
わ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
今
後
漁
船
の
大
型
化
、
装
備
の
近
代

化
、
漁
業
無
線
局
の
設
置
促
進
を
図
り
漁
船
の
安
全
操
業
、
救
難
体

制
の
確
保
、
漁
業
情
報
の
敏
速
化
を
行
な
い
、
マ
グ
ロ
延
縄
漁
業
お

よ
び
大
型
曳
縄
漁
業
へ
の
転
換
と
薩
南
海
域
か
ら
南
大
東
島
周
辺
漁

場
進
出
に
よ
り
生
産
性
の
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

ユ
、
内
水
面
漁
業

　
河
川
漁
業
に
っ
い
て
は
、
水
質
汚
濁
の
防
止
と
清
流
を
取
り
戻
す

こ
と
が
先
決
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
関
係
機
関
と
連
げ
い
を
保
ち
住
民

の
強
い
要
求
を
背
げ
い
に
そ
の
取
締
り
と
指
導
に
つ
と
め
る
と
と
も

に
、
種
苗
放
流
に
よ
っ
て
生
産
力
の
増
大
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
」

〔
一
八
三
べ
ー
ジ
。
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
五
（
九
一
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

「
養
殖
漁
業
に
つ
い
て
は
餌
用
と
な
る
多
獲
性
魚
類
’
「
イ
ワ
ツ
」

「
ア
ジ
」
　
「
サ
バ
」
な
ど
の
供
給
が
可
能
で
ウ
ナ
ギ
、
コ
ィ
の
養
殖

が
考
え
ら
れ
る
の
で
適
地
に
団
地
化
、
組
織
化
を
す
す
め
共
同
利
用

施
設
の
整
備
を
含
め
生
産
地
彩
成
を
図
る
。

オ
、
漁
港
の
整
備

　
漁
業
生
産
の
基
盤
と
な
る
漁
港
は
、
漁
法
の
変
化
、
漁
場
の
広
域

化
に
よ
り
大
型
化
し
、
ま
た
、
養
殖
漁
業
、
地
先
漁
業
の
小
型
船
の

増
加
に
よ
り
狭
隆
と
な
る
の
で
漁
港
の
整
備
拡
充
と
そ
の
機
能
充
実

を
図
ら
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
地
方
港
湾
と
し
て
の
福
島
港
は
今
後
近
隣
市
町
村
の
工
業
開
発
な

ど
で
大
型
機
帆
船
の
出
入
り
が
激
し
く
な
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

本
港
は
港
湾
泊
地
内
に
併
設
さ
れ
た
漁
港
で
既
に
漁
業
基
地
と
し
て

の
陸
上
施
設
も
八
○
％
程
度
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
は
漁
船
の

増
加
と
大
型
化
な
ど
で
繋
留
施
設
が
不
足
す
る
の
で
、
将
来
商
工
業

の
港
湾
と
し
て
の
大
型
外
港
を
建
設
し
、
現
在
の
福
島
港
を
漁
港
と

し
て
整
備
す
る
方
向
で
国
県
に
対
し
強
く
要
望
し
そ
の
実
現
の
促
進

を
図
る
。

　
市
本
漁
港
に
つ
い
て
は
、
国
民
休
暇
村
の
誘
致
計
画
に
よ
り
今
後

地
域
水
産
振
興
の
基
盤
の
み
な
ら
ず
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ソ
の
場
と
し

て
も
重
要
性
が
大
き

く
な
る
と
予
想
さ
れ

る
の
で
、
市
木
川
河

口
の
防
波
堤
、
導
流

堤
の
整
備
に
よ
る
河

口
港
を
開
発
、
ま

た
、
築
島
、
舳
地
区

の
防
波
堤
と
転
石
除

去
、
荷
揚
場
の
造

成
、
貯
氷
庫
、
給
油

施
設
等
を
設
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、
休
暇

村
の
生
鮮
魚
介
の
供

給
と
離
農
者
の
漁
業

転
換
な
ど
の
促
進
を

図
り
た
い
。

　
宮
之
浦
漁
港
に
つ

い
て
は
、
第
四
種
漁

港
と
し
て
の
機
能
が

況状用利と積面地泊港漁
二
八
六
（
九
二
〇
）

地
泊

考

泊
船

湾
漁
す

港
ち
示

は
う
を

備

内
の
積

）
積
面

（
面
地
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浦
木
　
井
城
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島

之

市
宮
都
本
高

福
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積
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面
ジ

地
一

泊
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注
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発
擦
出
来
る
よ
う
防
波
堤
の
延
長
、
岸
壁
、
突
堤
、
船
揚
場
な
ど
の

　
整
碗
と
製
氷
施
設
、
漁
具
倉
庫
な
ど
漁
港
機
能
の
充
実
を
促
進
す
る
。

　
　
都
井
漁
港
は
、
今
後
漁
船
の
大
型
化
な
ど
で
泊
地
繋
留
地
の
不
足

　
が
予
想
さ
れ
る
の
で
防
波
堤
の
延
長
、
船
揚
場
、
荷
揚
場
の
整
傭
と

　
漁
港
機
能
の
整
備
を
推
進
す
る
。

　
　
そ
の
他
本
城
港
、
高
松
港
に
つ
い
て
は
、
防
波
堤
、
船
揚
場
の
整

　
備
と
海
岸
保
全
事
業
の
推
進
を
図
る
。
市
内
漁
港
の
泊
地
面
積
、
利

　
用
状
況
は
表
四
－
二
三
〔
前
頁
の
表
〕
の
と
お
り
で
あ
る
。
」
〔
一
八
四
べ

　
ー
ジ
。
〕

「
似
．
漁
業
の
近
代
化
と
合
理
化

　
　
漁
業
の
近
代
化
、
合
理
化
に
つ
い
て
は
い
で
述
べ
た
諸
施
策
の
推

　
進
と
と
も
に
、
漁
船
対
策
流
通
機
構
の
改
善
策
を
樹
立
し
な
け
れ
ぼ

　
な
ら
な
い
。
漁
船
漁
業
に
っ
い
て
は
漁
船
装
備
、
漁
具
漁
法
の
近
代

　
化
、
省
力
化
と
漁
場
改
良
造
成
を
推
進
し
、
沖
合
進
出
可
能
な
も
の

　
に
っ
い
て
は
漁
場
開
発
拡
大
を
す
す
め
、
経
営
規
模
の
拡
大
、
内
容

　
の
充
実
、
鮮
度
の
保
持
、
労
働
力
の
確
保
な
ど
第
二
次
漁
業
構
造
改

　
善
促
進
事
業
と
併
せ
促
進
を
図
る
。

倒
　
流
通
加
工
の
合
理
化

　
　
本
市
水
産
物
の
仕
向
状
況
を
み
る
と
六
大
都
市
、
北
九
州
、
そ
の

　
　
　
　
志
布
志
湾
漁
業
経
済
分
析
資
料
（
そ
の
一
）
　
（
杉
野
）

）４（ 他
県
外
仕
向
げ
が
そ
の
五
一
％
を
占
め
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
で
あ
る
。
今
後
カ
ー
フ
ヱ
リ
ー
利
用
に
よ
る
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

が
本
格
化
さ
れ
、
高
級
魚
の
活
魚
輸
送
及
び
冷
凍
輸
送
が
中
心
と
な

る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
従
っ
て
計
画
的
生
産
、
安
定
し
た
供
給
出

荷
体
制
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
漁
業
基
地
、
漁
場
、
大
消
費
地

を
結
ぶ
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
や
大
都
市
周
辺
の
調
整
保
管
冷

凍
冷
蔵
施
設
、
活
魚
蓄
養
施
設
の
整
備
促
進
を
国
県
に
要
望
す
る
と

と
も
に
、
漁
業
者
の
組
織
化
を
す
す
め
効
率
的
流
通
体
制
の
確
立
を

推
進
す
る
。

　
加
工
業
に
つ
い
て
は
、
水
揚
量
の
一
七
・
七
％
を
処
理
し
て
い
る

が
蓄
養
殖
漁
業
の
振
興
が
図
ら
れ
る
と
多
獲
性
「
イ
ワ
シ
」
「
ア
ジ
」

「
サ
バ
」
な
ど
が
餌
用
と
し
て
流
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
今
後

加
工
用
原
料
の
確
保
の
た
め
多
獲
時
の
調
整
保
管
、
俵
温
冷
凍
施
設

の
整
傭
を
図
る
と
と
も
に
、
企
業
団
地
化
を
図
り
必
要
な
共
同
施
設

を
整
備
し
規
模
拡
大
と
原
料
供
給
、
労
働
力
確
保
や
技
術
、
製
品
の

開
発
出
荷
な
ど
地
場
産
業
」
　
〔
一
八
五
べ
ー
ジ
。
〕
「
と
し
て
の
飛
躍
的

発
展
を
促
進
す
る
。

　
漁
業
後
継
者
の
育
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
近
代
化
す
る
漁
業
は
新
し
い
知
識
と
技
術
が
併
わ
な
け
れ
ぱ
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
七
（
九
二
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

　
た
い
。
省
力
化
、
能
率
化
漁
法
の
開
発
、
養
殖
漁
業
の
開
発
な
ど
実

　
務
研
修
に
つ
い
て
は
、
漁
業
研
修
施
設
の
誘
導
を
積
極
的
に
推
進
し

　
て
、
漁
業
後
継
者
の
育
成
を
は
か
る
が
、
漁
村
青
壮
年
研
究
グ
ル
ー

　
プ
、
漁
協
婦
人
部
活
動
の
育
成
強
化
、
活
発
化
を
推
進
し
、
　
「
考
え

　
る
漁
民
」
の
養
成
と
と
も
に
「
実
行
す
る
漁
民
」
の
養
成
に
重
点
を

　
お
き
後
継
者
の
育
成
を
図
り
、
魅
力
あ
る
漁
業
と
し
て
若
年
漁
業
従

　
事
者
の
他
産
業
へ
の
流
出
を
防
止
、
生
産
性
の
向
上
を
は
か
る
。

旬
漁
業
協
同
組
合
の
強
化
と
金
融
対
策

　
　
生
産
基
盤
の
整
備
、
資
源
保
護
、
漁
場
の
合
理
的
利
用
、
漁
家
経

　
営
の
安
定
な
ど
漁
業
協
同
組
合
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。
今
後
経

　
済
的
、
杜
会
的
結
び
っ
き
や
広
域
的
漁
場
の
高
度
利
用
、
近
代
化
な

　
ど
沿
岸
漁
業
の
発
展
の
た
め
に
は
漁
業
協
同
組
合
を
強
化
し
、
広
域

　
的
規
模
で
の
再
編
成
が
望
ま
れ
る
の
で
県
と
と
も
に
そ
の
指
導
促
進

　
を
図
る
。

　
　
金
融
対
策
に
つ
い
て
は
、
今
後
漁
船
の
大
型
化
、
資
本
装
備
の
高

　
度
化
な
ど
資
金
需
要
も
一
層
増
大
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、

　
信
用
基
金
へ
の
出
資
と
資
金
枠
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
水
産
業
自

　
体
の
資
本
蓄
積
を
指
導
、
水
産
金
融
の
円
滑
化
を
促
進
す
る
。

　
　
ま
た
、
漁
業
再
生
産
、
漁
業
経
営
の
安
定
を
は
か
る
た
め
漁
船
保

）６（ 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
八
（
九
二
二
）

険
、
漁
業
共
済
、
漁
業
信
用
保
証
制
度
の
諸
制
度
を
十
分
活
用
し
、

そ
の
加
入
の
伸
展
を
は
か
る
と
と
も
に
組
合
の
組
織
強
化
を
図
る
。

　
観
光
と
の
連
け
い

　
経
済
成
長
に
伴
い
余
暇
利
用
の
海
洋
レ
ク
リ
ニ
ー
シ
ョ
ソ
の
需
要

が
活
発
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
本
市
漁
業
と
し
て
も
観
光
と
漁
業
が

両
立
す
る
形
で
開
発
を
行
な
わ
た
げ
れ
ぱ
な
ら
た
い
。
そ
の
た
め
漁

業
と
観
光
の
競
合
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
調
整
し
、
観
光
に
便
宜
を

供
与
し
、
さ
ら
に
魚
介
類
の
種
苗
放
流
た
ど
を
行
た
い
観
光
、
漁
場

の
造
成
を
は
か
る
た
ど
魅
力
あ
る
観
光
漁
業
の
開
発
を
進
め
る
。
漁

業
者
に
と
っ
て
も
施
設
利
用
、
レ
ク
リ
ュ
ー
シ
ョ
ソ
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
の
漁
業
外
収
入
が
期
待
出
来
る
の
で
漁
業
と
し
て
の
体
制
と
組
織

化
施
設
の
整
備
を
図
る
。
観
光
客
に
対
し
て
は
漁
場
保
全
た
ど
理
解

を
深
め
る
た
め
の
啓
蒙
指
導
を
行
な
う
。
」

　
〔
一
八
六
べ
ー
ジ
。
〕

　
「
河
川
漁
業
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
の
市
民
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ソ
の
場
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
が
今
後
環
境
保
全
の
強
化
と

稚
魚
の
放
流
を
行
な
い
釣
場
の
造
成
な
ど
の
整
備
を
し
て
市
民
憩
い

の
場
と
す
る
。
」

　
〔
一
八
七
べ
ー
ジ
◎
〕



　
　
皿
１
３
串
間
市
に
お
け
る
漁
業
の
概
況

　
　
　
　
　
　
昭
和
五
十
一
年
十
一
月
二
目
・

　
　
　
　
　
　
串
問
市
役
所
で
の
キ
キ
ト
リ
調
査
結
果

　
「
従
来
か
ら
一
〇
な
い
し
一
五
ト
ソ
ま
で
の
船
で
や
っ
て
い
た
。
南

郷
町
で
は
遠
洋
漁
業
ま
で
や
っ
て
い
る
。
七
〇
ト
ソ
か
ら
一
五
〇
ト
ソ

の
船
で
鳥
島
近
海
ま
で
出
漁
し
て
い
る
。
串
間
で
は
や
っ
と
漁
業
の
近

代
化
を
は
じ
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
衡
船
の
大
型
化
と

港
湾
施
設
の
改
善
で
あ
る
。
前
者
は
要
す
る
に
資
本
装
備
を
や
る
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
後
者
は
現
在
第
二
次
漁
業
構
造
改
善
事
業
を
や
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
に
浅
海
養
殖
事
業
と
し
て
ハ
マ
チ
の

養
植
を
や
っ
て
い
る
。
」

　
〔
短
時
問
の
面
接
の
た
め
不
十
分
な
キ
キ
ト
リ
し
か
で
き
な
か
っ
た
〕

皿
－
４

串
間
の
漁
業
に
つ
い
て

昭
和
五
十
一
年
十
一
月
二
目
・

串
問
漁
協
で
の
キ
キ
ト
リ
調
査
結
果

　
「
小
型
底
曳
。
六
統
あ
り
、
一
月
か
ら
九
月
に
か
げ
て
小
エ
ビ
、

バ
コ
ダ
イ
の
水
揚
四
ト
ソ
。

　
　
　
　
志
布
志
湾
漁
業
経
済
分
析
資
料
（
そ
の
一
）
　
（
杉
野
）

シ

捲
網
。
四
統
。
一
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
の
水
揚
は
六
五
六
ト
ソ
。

量
に
し
て
サ
バ
、
イ
ワ
シ
、
ア
ジ
の
比
率
は
五
対
二
対
三
。
こ
の
う
ち

ア
ジ
が
一
番
大
き
な
金
額
｝
」
な
る
。

　
棒
受
。
八
～
九
統
。
イ
ワ
シ
（
ウ
ル
メ
）
を
中
心
に
二
〇
一
ト
ソ
の
水

揚
。
船
は
四
人
乗
り
で
舟
子
の
賃
金
は
固
定
給
で
あ
る
。
水
揚
の
半
分

を
舟
子
で
わ
げ
る
。
〔
矛
盾
す
る
が
歩
合
か
も
し
れ
な
い
。
〕

　
一
本
釣
。
五
十
統
。
水
揚
は
一
三
ニ
ト
ソ
で
ア
ジ
、
サ
バ
、
タ
イ
、

イ
ッ
サ
キ
な
ど
魚
種
は
多
様
。

　
延
網
。
タ
イ
。
通
常
は
二
～
三
統
。
三
月
か
ら
五
月
に
か
げ
て
は
一

五
～
一
六
統
。
漁
場
は
、
志
布
志
湾
口
を
直
線
に
結
ぶ
ラ
イ
ソ
上
。

　
曳
網
。
三
月
か
ら
五
月
に
か
げ
て
五
〇
～
六
〇
統
が
出
漁
す
る
。
水

揚
は
四
〇
～
四
五
ト
ン
。
都
井
の
地
先
。

　
磯
建
網
。
本
城
、
高
松
を
中
心
に
一
〇
ト
ソ
。

　
カ
マ
ス
刺
網
。
時
期
は
四
～
六
月
ま
で
。
一
〇
月
、
一
一
月
も
あ
る
。

六
ト
ン
。

　
漁
場
を
概
観
す
る
と
、
一
本
釣
は
都
井
と
内
之
浦
を
結
ぶ
線
上
で
あ

り
、
網
は
そ
れ
よ
り
湾
内
方
向
へ
鹿
児
島
県
境
ま
で
。
魚
群
探
知
機
を

使
っ
て
出
漁
し
て
い
る
。

　
海
上
保
安
部
の
巡
視
船
が
ま
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
漁
場
外
で
操
業
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
九
（
九
二
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

す
る
と
罰
金
を
と
ら
れ
、
出
漁
停
止
処
分
を
う
げ
る
。
そ
の
期
間
は
一

ケ
月
か
ら
一
日
ま
で
あ
り
、
始
末
書
だ
け
で
済
む
場
合
も
あ
る
。

　
沖
合
（
マ
グ
ロ
）
漁
業
。
二
統
。
一
九
ト
ソ
型
の
船
で
、
基
地
を
油
津

に
置
い
て
い
る
。
な
お
小
型
船
は
二
〇
統
位
あ
り
、
五
島
や
種
ヶ
島
の

沿
岸
で
、
い
わ
ゆ
る
近
海
漁
業
を
や
っ
て
い
る
。
　
一
た
ん
出
漁
す
る
と

一
ヶ
月
も
帰
ら
ぬ
こ
と
が
あ
る
。

　
棒
受
。
量
と
し
て
は
減
少
し
、
半
分
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
ア
ジ
が

と
れ
れ
ば
金
額
が
あ
が
る
。
一
箱
一
万
円
位
。
こ
れ
に
対
し
て
サ
バ
類

は
千
箱
で
一
〇
〇
万
円
位
で
、
ざ
っ
と
十
分
の
一
の
値
段
に
し
か
な
ら

な
い
。
こ
れ
は
ハ
マ
チ
の
餌
に
使
う
。

　
組
合
。
組
合
員
の
数
は
変
化
は
な
い
が
、
老
齢
化
が
す
す
み
、
若
い

組
合
員
が
減
少
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
沖
合
漁
業
へ

の
キ
リ
カ
エ
は
そ
う
単
純
に
は
い
か
な
い
。

　
捲
網
（
キ
ソ
チ
ャ
ク
網
）
の
舟
子
は
月
給
制
で
あ
り
、
そ
の
最
低
保
証

額
は
十
万
円
プ
ラ
ス
歩
合
と
な
っ
て
い
る
。
舟
子
た
ち
は
延
岡
、
門
川
、

シ
マ
ノ
ゥ
ラ
　
　
キ
タ
ノ
ゥ
ラ

島
浦
、
北
浦
〔
い
ず
れ
も
宮
崎
県
北
部
に
位
置
し
て
い
る
〕
あ
る
い

は
天
草
の
牛
深
な
ど
か
ら
や
っ
て
き
て
い
る
。

　
志
布
志
湾
の
埋
立
に
は
組
合
と
し
て
反
対
し
て
い
る
。
」

　
〔
組
合
で
、
　
『
事
業
報
告
書
』
を
資
料
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
を
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
〇
（
九
二
四
）

わ
ら
れ
た
。
漁
獲
量
の
数
字
は
、
　
「
水
揚
原
塞
」

て
計
算
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
〕

や
「
浜
帳
」

に
よ
つ


